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午前１０時００分 開 議

○議長（小松穂積） おはようございます。

これより、本日の会議を開きます。

○議長（小松穂積） 本日の議事は、議事日程第４号をもって進めます。

日程第１ 市政一般に対する質問

○議長（小松穂積） 日程第１、一般質問を行います。

質問通告書によって、順次質問を許します。

１５番田井博之議員の発言を許します。１５番田井議員

【１５番 田井博之議員 登壇】

○１５番（田井博之議員） 皆さん、おはようございます。新風会の田井博之です。

傍聴席の皆さん、朝早い中、お忙しい中、お越しいただきましてありがとうござい

ます。

そして、今回も一般質問の機会をいただき、感謝いたします。

それでは、通告に従って一般質問をさせていただきます。

１番目の質問です。ハラスメントについて。

各ハラスメント、パワハラ、セクハラ、マタハラ、モラハラのことです。

ハラスメントの現状として、厚生労働省が実施した令和５年度職場のハラスメント

に関する実態調査によれば、過去３年間にパワーハラスメントを受けたと回答した労

働者の割合は１９．３パーセントでした。また、都道府県の労働局へのパワハラの相

談件数は年間６万件を超えており、依然として深刻な状況が続いています。

一方、セクシャルハラスメントやカスタマーハラスメントについても相談件数は、

その他のハラスメントと比較しても件数が増加している傾向が見られるようです。

政府としても各ハラスメントの防止対策の重要性を強調しており、企業や各団体等

に対して必要な措置を講じていくことを求めています。

具体的には、相談窓口の設置や防止規定の制定、周知、研修や啓発活動を推奨さ

れ、これらの対策を通じてコミュニケーションの活性化や社会への信頼感の向上効果

に向けて動いています。



- 168 -

また、令和元年の女性活躍推進法等の一部改正により、パワハラ防止のための措置

義務が送致され、令和４年４月からは全ての企業事業主がこの対象となっています。

さらに、カスタマーハラスメントやセクシャルハラスメントに対しても政府は引き

続き実態調査を行い、効果的な対策の検討、実施に取り組んでいます。

ちなみに、厚生労働省が実施した令和５年度職場のハラスメントに関する実態調査

によれば、具体的な数字として、全ての就業者のうち３４．６パーセントが過去にハ

ラスメントを受けたことがあると回答しています。

さて、男鹿市においても約４年前、男鹿地区消防本部の管理職２名が複数の部下に

対して暴言を繰り返すなどのパワハラ行為がありました。これを改善すべく令和５年

には、消防長から令和５年度ハラスメント防止宣言を宣言し、再犯の対策を講じてい

ます。

ハラスメントは、被害者の心身の健康を損ない、出勤困難や退職、近所付き合いや

家庭内でのもめごと、引きこもりに至る場合があります。このような事態を防ぐため

にも、男鹿市でも問題提起する必要があると考えます。

ハラスメントの放置は、市民の生活環境の悪化や経済活動の低下、人材の流出など

の問題に悪影響を及ぼす可能性があると考えます。

また、各種の報道、ＳＮＳ、口コミなどの情報等でも全国的に危惧されている問題

と認識しています。

そこで一つ目の質問です。鹿角市のパワハラ問題が報道されていたが、市役所内や

各事業所の職場、また、家庭内等で市民が安心して生活ができる環境をつくるため

に、男鹿市が率先して実態を調査していく必要があるのではないか。

二つ目、自治体として民間企業や学校、各地域のコミュニティセンターと連携し、

地域全体でハラスメントのない環境をつくるための取組が必要ではないか。

大きく二つ目の質問です。ビジネスホテルの誘致について。

ビジネスホテルの誘致は地域経済の活性化や観光振興に寄与する重要な施策です。

特にビジネスパーソンや観光客の様々なニーズに応えることで、地域への人の流れを

促進し、地元産業の活性化につながるものと考えます。

男鹿市においては、木下不動産開発のビジネスホテルの誘致は実現しましたが、今

後もさらなる企業誘致や観光客の増加においても、船越地区の中心街や脇本地区、寒
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風山付近にでもビジネスホテルは必要不可欠だと考えます。

雇用の確保や人口減少問題の改善、若者や女性の市内回帰、定住、観光客増加に伴

う交流人口の増加を促すことは、男鹿市のさらなる活性化につながり、ホテル需要も

さらに高まっていくと考えます。

そこで一つ目の質問です。男鹿市において、今後も継続して、ある程度、１００人

から２００人規模の客室を有したビジネスホテルの誘致を考えているのか。また、次

なる誘致に向けて懸念材料や不安要素があるのか。

二つ目、ビジネスホテルの誘致がさらに実現できた場合、集客増加に伴う経済波及

効果や男鹿市全体のアピール向上につながっていくと考えておられるのか。また、ど

のような方策でつなげていこうとしているのか。

以上が質問です。御答弁よろしくお願いします。

○議長（小松穂積） 答弁を求めます。菅原市長

【市長 菅原広二 登壇】

○市長（菅原広二） 皆さん、おはようございます。

田井議員の御質問にお答えします。

御質問の第１点は、ハラスメントについてであります。

御案内のとおり、ハラスメントは被害者の心身の健康を損ない、出勤困難や退職、

さらには家庭内不和やひきこもりといった深刻な影響を及ぼすことがあります。ま

た、市民生活の環境悪化、地域経済の低迷、人材流出といった課題にもつながる可能

性があり、決して看過できる問題ではありません。

市役所内のハラスメントについては、令和２年に防止のための指針及び対応マニュ

アルを策定し、各部局及び総務課に相談員を配置するなど必要な体制を整備してお

り、指針には、所属長・管理監督者の責務として、自らハラスメントをしないことは

もちろん、問題が生じた場合の迅速かつ適切な対処方法を明記しているほか、職員研

修を実施し、意識啓発に努めております。

また、東京都では、昨年１０月、顧客からの理不尽なクレームや言動など著しい迷

惑行為を防止するため、全国初となるカスタマー・ハラスメント防止条例を制定しま

したが、本市では、市民からのクレーム対応について、今年度、市職員にアンケート

を実施したところ、回答者の２５パーセントがカスハラ被害の経験があるという結果



- 170 -

であったことから、現在、対応ガイドラインの策定を進めているところであります。

ハラスメントには様々な種類があり、その内容により事実確認が難しく、また、個

人の極めてデリケートな内容を含むことが想定され、市役所内の職員間の状況を網羅

的に把握することも難しく、ましてや、市内の事業所や家庭内でのパワハラの実態を

市が把握することは不可能であると認識しております。

最近、県内外で自治体トップによるハラスメントが大きく報道され、条例で市長等

の特別職のハラスメントを防止しようという自治体も出始めておりますが、選挙に

よって市民の負託を受け、あるいは議会の同意を必要とする特別職は、自ら率先して

範を示す立場にあり、高い規範意識が求められます。条例によらずとも、自らの言動

に責任を持ち、自身を律しながら職務に当たっていくことが肝要であると考えており

ます。

申すまでもなく、ハラスメント防止には、法や条例による規制や対策ももちろん必

要でありますが、市役所を含む企業や学校、地域コミュニティー、それぞれにおいて

お互いを尊重し、人に接することが何よりも重要であります。まさに、本市に脈々と

育まれてきた「なまはげの道徳」であります。

市としましては、ハラスメントのない地域社会を目指し、「なまはげの里フィロソ

フィ」を通じて、礼儀正しさや優しさ、人に対する思いやりを大切にする機運を醸成

しながら、商工会やハローワーク等と連携し、企業や団体に対し、ハラスメント防止

に向けた対策を周知し、実践を促してまいります。

御質問の第２点は、ビジネスホテルの誘致についてであります。

本市では、かねてより、観光客やビジネス客のシングル需要への対応や、大型イ

ベント時の宿泊需要の取り込みが課題となっていたことから、２期目の就任以来、私

が先頭に立って全国の様々な企業にアプローチするなど、ビジネスホテルの誘致に特

に力を注いでまいりました。

こうした中、市民文化会館へのＰＣＲ検査センターの開設を機に、全国で多角的に

事業を展開する株式会社木下グループとの連携が生まれ、これを足がかりに、課題認

識を共有しつつ、男鹿の魅力や可能性をアピールする中で念願のホテル建設が決定

し、令和８年３月の開業を目指して、現在、男鹿駅周辺エリアで工事が進められてお

ります。
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このほか、男鹿駅周辺や船越地区では、既存の建物をリノベーションした複数の宿

泊施設の開業が進んでいるほか、鵜ノ崎海岸の高台では、本年５月に高級リゾート宿

泊施設のオープンが予定されるなど、当面、宿泊施設の開業が続く見込みとなってお

ります。

さらに、令和４年以降、本市の滞在型観光の拠点である男鹿温泉郷など複数の温泉

施設でも、観光庁の補助事業を活用し、施設改修が進められてきたところでありま

す。

インバウンドを含めた観光需要の回復や、洋上風力発電事業の進展に伴う活発な人

の往来など、宿泊ニーズの拡大が期待される今、様々な規模や特徴を備えた宿泊施設

が続々生まれ、本市の宿泊の受入れ体制がかつてなく厚みを増しております。

その一方で、今年１月には、長年親しまれた老舗温泉旅館が残念ながら事業を停止

するなど、物価高騰や人手不足が叫ばれる中、宿泊事業を取り巻く環境が依然厳しい

ことも、また事実であります。

宿泊需要の確実な取り込みとパイの拡大の両立を目指す上で、当面求められるの

は、ビジネスホテルの誘致件数をいたずらに積み増しするのではなく、新規施設の円

滑な立ち上がりと、既存施設を含めた各施設の持続的な経営体制の早期確立であり、

現時点でさらなる誘致は全く念頭にありません。

市としましては、商工業振興促進条例に基づく支援のほか、必要人材の確保や生産

性向上に向けた伴走支援など、ニーズに即した細やかなサポートに努めるとともに、

観光誘客やビジネス需要の喚起を図り、観光消費の拡大や雇用の創出、飲食業や農水

産業など関連産業の需要の拡大など、市内経済への効果の波及につなげてまいりま

す。

以上であります。

○議長（小松穂積） 再質問ありませんか。１５番田井議員

○１５番（田井博之議員） 議長、再質問は一問一答でお願いしたいと思います。

○議長（小松穂積） それを許可いたします。

○１５番（田井博之議員） それでは、ハラスメントについてなんですけども、非常に

御丁寧な答弁ありがとうございます。

なまはげの里フィロソフィに触れられたわけですけど、そもそもナマハゲ自体がパ
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ワハラ、セクハラを繰り返してきているという認識が僕もあるんですけど、その辺も

踏まえてのフィロソフィーとおっしゃっているのかどうか、そこはちょっと疑問で

す。

で、全体的な把握をされるのは難しいと答弁でありましたけど、難しいのは難しい

けど、把握していく準備とか取組は僕は必要やないかなと思うんです。ハラスメント

は、起こってからでは遅いですからね。それもどこでどう発端ができて、どうハラス

メントにつながるかというのは、防止策を講じていても対策できないことでもありま

す。だからこそ注意して取組をしていくべきやと思うんですけど、その取組対策の具

体例というか、これからどうしていくのかというのをひとつお聞きしたいと思いま

す。

○議長（小松穂積） 鈴木総務企画部長

【総務企画部長 鈴木健 登壇】

○総務企画部長（鈴木健） お答えします。

ハラスメントの把握について、実態ですけども、起こってしまっては遅いというお

話でございます。男鹿市に限らず、人の集まるところには様々な問題ですね、あるか

と思います。これを逐一全て網羅的に把握するというところは、やはり難しいと思い

ます。ですから、何かあった場合、その相談体制をしっかりと構築していくことがま

ず必要ではないかと思います。これを全て調査して、詳細に把握するというのは、や

はり難しいというふうに思います。

あと、なまはげの里フィロソフィのお話もされておりましたけれども、ナマハゲで

かつて問題があったということはございますけれども、ナマハゲについては、みんな

でこれまでの文化を大切にしていくと。それから、一番大事なのは、子どもを地域全

体で守っていくと、そうしたこれまでの先人の文化について、これを大事にして、さ

らによりよい地域社会をつくっていくと、そういう中の一環だというふうに思いま

す。ですので、問題は、たまには起きるかもしれませんけれども、全体としてこのナ

マハゲの道徳、こちらを大事にしながら地域全体に広めて、よりよい、住みやすい社

会をつくっていくと、そうした趣旨でございますので、どうか御理解いただきたいと

存じます。

○議長（小松穂積） さらに質問ありませんか。１５番田井議員
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○１５番（田井博之議員） 鹿角市の件を本当に危機的に感じてくれている答弁だとは

僕は思わないんですよ、今の聞いてて。何も言えない体制が、ひょっとあるところで

出たことが、生じた問題がハラスメントにつながってて、起こってからっていうの

は、出てから対応というのは、ちょっと遅すぎると思うんですけど。例えば市役所庁

舎内においても、上司と部下の間ですから、いろんな会話はあると思うんですけど、

それをどう受け止めるかというのは本人ですからね、パワハラと取るか、カスハラと

取るか。そこまで分かれとは言いませんけど、今、部長がおっしゃった、たまには起

こるかもしれないっていうのは、僕はちょっと納得いかないんで、たまに起こらない

方法を聞きたいと思います。

○議長（小松穂積） 佐藤副市長

【副市長 佐藤博 登壇】

○副市長（佐藤博） パワハラが起こらないその方策は、残念ながら市役所でも持ち合

わせておりません。やっぱり人の営みは、それこそ太古の昔から、人が二人、三人集

まれば、必ずそこにはある程度のいさかいなり何なり等は起こり得ることだと私は

思っています。

今、様々なハラスメントが社会で問題になっております。ですけども、そうすれ

ば、この類いのものがね、昔は、かつてまるっきりなかったのかというと、私は決し

てそうでないと思います。現代社会が複雑になるにつれて、やはりそれは見過ごすこ

とができないだろうと、社会全体の生産性も下がるだろうというふうなことでね、今

問題になってきているんであって、かつてもやっぱりあったと思います。

で、大事なのは、市が様々な面でね、必要な場合の調査は、それは必要に応じてや

らなきゃいけないと思ってます。一番大事なのは、少なくとも企業なり何なりで、職

場で、自分のところの会社で、そういうことが起きているのか起きていないのか、

やっぱり雇用主がしっかり調査して、場合によっては相談体制をしっかり整えると、

適切に対応すると、これがまず大事です。議員もおっしゃっていましたけども、労働

施策の総合推進法なりね、それから男女雇用の機会均等法でもそのこと言ってます

し、育児休業法でもやってますよね。法律で言われているのは、すべからくそういう

ふうな形なんですね。それぞれの雇用主がしっかりと、そこはパワハラであれ、セク

ハラであれ、しっかりと対応しなきゃいけませんよということですので、まるっきり
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ね、それはもう１０人以下の企業であればそういうものはないかもしれませんし、大

きくなれば大きくなるにしたがってね、やっぱり様々なあつれきなり何なりも生じて

くると思います。それを、やはり企業の雇用主の方々が、事業主の方々がやっぱり

しっかり調査すると、それが大事だと思います。

地域社会におけるそうしたハラスメントは、これはなかなかそれこそ本当に難しい

と。ですから市とすれば、そういったものがないようにね、そういう社会に向かない

ような形で、やはり全体的な人と人との絆をね、しっかりとあったかいものにしてい

くというふうな、そういった土壌をつくることが市の役割であるというふうに思って

ございます。多分、完璧になくすこともなかなか難しいでしょうし、これをやればハ

ラスメントがなくなると、地域社会全体のハラスメントがなくなるなんていうこと

は、これは解決策はないと、解のないものであって、やはりそれをできるだけ少なく

していくと。もしくは、起きたときにどうやって相談するかというふうな形だと思い

ます。

ちなみに、市役所でもそういう話はありますよ、当然それは。ないとは言いま

せん。あります。当然。ただ、それが本当にね、ハラスメントに該当することなのか

どうかっていうのは、当事者からよくよく話を聞いて、で、誤解があれば誤解を解い

て、しっかりとお互いの言い分を聞きながら、やっぱり次の日からはしっかりとお互

いを尊重して仕事ができるように、そういったところに導いていくのが、やっぱり

我々の仕事でないかなというふうに思ってございます。

○議長（小松穂積） さらに質問ありませんか。１５番田井議員

○１５番（田井博之議員） 昔と今とは違うということはよく分かりますけど、今求め

られていることは、本当にハラスメントが起こらないようにすることというのは、副

市長もちゃんと認識されて、役所内もそういうふうに動いているとは思うんですけ

ど、再発防止策も十分にとは言いますけど、これからも起こってからでは遅いという

認識を持たれて、市役所が率先としてそういう取組を行って、各企業に模範を示せる

ような取組方をしてもらえればと思います。答弁はいいです。

２番目のビジネスホテルの件の御答弁もありがとうございます。

今、市長の努力のおかげで、いろいろホテルが建ってきて、そこには雇用も生ま

れ、経済も活性化してくるとは思うんですけど、果たしてこれが全てのニーズに合っ



- 175 -

た形でできてきているのか。僕が思っているのは、観光客に主体を置いた場合、小さ

いホテルだけでは、やっぱり物足らないと思うので、市長も木下グループさんをお招

きいただいて大変ありがたいんですけど、これからもそういうクラスのビジネスホテ

ルを船越地区なり脇本地区に誘致していただいたら、観光客の皆さんも男鹿に泊まり

やすくなると思いますけど、今後はその計画はないとおっしゃっていますが、僕はま

だまだ足らんと思うんですけど、その辺の見解を教えてもらいたいです。

○議長（小松穂積） 杉本観光文化スポーツ部長

【観光文化スポーツ部長 杉本一也 登壇】

○観光文化スポーツ部長（杉本一也） お答えいたします。

さらなるホテル誘致の必要性というところでありますけれども、まずこれまでも議

会の中でも、いろいろこれまで市が取り組んできたビジネスホテルの誘致について

は、いろいろやり取りをさせてもらっていたと思います。その振り返りになりますけ

れども、かつて国内でビジネスホテルのチェーン店を経営する主だった事業所に対し

てアプローチを市のほうでしております。その中で、そのほとんどが回答すらくれな

いというような状況でありました。６社が市に対して返答を出してくれておりますけ

れども、その６社についてもですね、男鹿市での事業展開はちょっと難しいというよ

うな返答でありました。そこで市へのビジネスホテルの誘致が、本当難しいんだとい

うことの再確認できたというような結果でありました。残念ながらそういった結果に

なっていたと。そういった中で木下グループさんが本市でビジネスホテルを展開して

くれるということで、非常にその点については男鹿市として木下グループさんに恩義

を感じております。

で、その中で当然木下グループさんは民間の事業者でありますので、自分たちの運

営で採算が取れるだろうと、ほかのホテルグループではやれないといったところも、

自分たちならやれるというような判断で本市に進出してくれることになったと思いま

すけれども、市としてもですね、そこら辺の支援といいますか、サポートはしっかり

していかなければならないだろうというふうに思っております。

そうしたビジネスホテルの誘致が困難だといった中で、そこにですね、時間を割い

て職員をつけて誘致に励むよりもですね、今、市として必要なのは、ほかの企業とい

いますか、ホテルじゃなしに別の事業、要は男鹿市の有利な条件、今であれば港湾を
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活用した事業展開を考えている事業者というふうなことになろうかと思いますけど

も、そういったところにアプローチするということが今求められていることでありま

して、先ほど市長答弁で申したとおり、今回新たなホテルが市内に６件オープンいた

します。これまでの宿泊可能提供部屋数が温泉郷を中心に、今、一つ旅館が閉鎖しま

したので若干減ったんですけども、今、市内で宿泊可能部屋数が大体３００弱です。

二百九十幾らぐらいだと思います。これに新たに２１７ルームが加わることになる

と。大幅にキャパシティーが増えるというような状況でありますので、まずは新たな

ホテルの誘致というよりは、そこの事業のスタートをしっかり支援するといったこと

が大事だろうというふうに思っております。

○議長（小松穂積） さらに質問ありませんか。１５番田井議員

○１５番（田井博之議員） おおむね分かりましたけど、諦めないで、このことは継続

的に、断られたからといって、何回も断られたからといって、男鹿市が将来的に宿泊

数がもっと増える中で、継続して僕は取り組む問題やと思ってますので、これからも

アプローチのほう、よろしくお願いします。

（「はい」と言う者あり）

○議長（小松穂積） 答弁要らない。お願いしますってやつは答える必要ないのね。

○１５番（田井博之議員） 求めたいと思います。

○議長（小松穂積） もう一回立って発言して。

○１５番（田井博之議員） もう一度答弁求めたいと思います。

○議長（小松穂積） 杉本観光文化スポーツ部長

【観光文化スポーツ部長 杉本一也 登壇】

○観光文化スポーツ部長（杉本一也） お答えいたします。

これまで市が市長を先頭にビジネスホテル誘致に動いたのは、要はシングル需要へ

の対応、これができていなかったと。それから、大型イベント時、ナマハゲロックフ

ェスティバルですとか、日本海花火、この際に宿泊客の取り込みが十分でなかった

と。要は秋田市に宿泊して男鹿にそのイベントを楽しみに来てくれるという人が一定

数おられたという、こういった課題があったからこそ、ビジネスホテルの誘致に力を

注いでまいりました。これが今、解消されるというふうな形になります。新たにシン

グルに対応した部屋が２００室以上オープンしますので、一定の解消は図られるとい
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うふうに思っております。で、全てのホテルが稼働した後、この課題がですね、解消

されないようであれば、そのときはまたさらにホテル誘致ということも考えなければ

ならないだろうと思いますけれども、今、力を注ぐべきところは、事業者の皆様のス

タートの支援を我々がしっかりするべきだろうというふうに思っておりますのでよろ

しくお願いいたします。

○議長（小松穂積） さらに質問ありませんか。１５番田井議員

○１５番（田井博之議員） 終わろうと思ったんですけど、答弁があったんで。今のこ

とを優先するのは大事やと思うんですけど、その宿泊数が半分以上、半分ぐらい増え

たからといって、観光客の皆さんが満足するとは僕は思えないんですよ。ある程度の

解消はされると思いますけど、今後、５年後、１０年後先を見据えた営業をしていく

必要が僕はあるのかなと思うんですけど、今のことも大事ですけど、諦めない営業も

今後の男鹿市の活性化にとって僕は大事やと思いますけど、その辺教えてください。

○議長（小松穂積） 佐藤副市長、まとめて。あと同じこと、今ただやっているだけだ

から。

【副市長 佐藤博 登壇】

○副市長（佐藤博） 何も市もね、民間の企業の方々がね、今のこういう状況を見て、

勝機ありということで男鹿に進出してくるのをね、来ないでくださいと言ってるわけ

ではありません。ただ、田井議員のおっしゃるようにね、もしくは、これまでね、本

市がまるっきりそういったビジネスホテルが皆無だったときに、さっき杉本部長が話

したようにね、一つぐらい欲しいやなというふうなとき、そのときであればそういう

こともあるでしょうけども、今一つ実現しましてね、それに呼応する形で既存の方々

もね、リノベーションしながら相当数増えているわけですよね。その状況を見て、市

が主体になってですね、人と時間と、場合によっては金もかけて、まあ当然人が動け

ば金もかかりますよね。なおかつ進出に対してね、条例に基づいて設備投資に対して

支援もして、また誘致活動するのかと。市民の皆さん、何考えているんだと私は言う

と思いますよ。ホテルが建てば、自動的に何かお金がね、地域経済が潤うという話で

はございません。当然観光客は、当然観光のハイシーズンもあればオフシーズンもあ

りますので、年間凸凹あります。京都のように年がら年中というところであれば別で

しょうけども、まだまだ男鹿はそういう実力はございません。ですから、本当のハイ
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シーズン、例えばイベント時であればね、もしかすれば泊まりたいという方々が、そ

のときには泊まれない可能性もあります。ただ、民間企業がホテルを経営するとき

に、例えばビジネスホテルであれば、７割から８割ぐらいの稼働率、最低でも６割は

欲しいと言っています。それを年間を通じてね、男鹿で確保できるだけ、今一つある

のに、またもう一つ誘致してできますかという話なんですよ。さっき杉本部長が全国

のホテルチェーンにね、全部にダイレクトメールを送って、まあちょっと歯牙にもか

けられないところがありましたけどもね、本当に有名なホテルチェーンの社長は言っ

てました。観光だけでは、市長、なかなかホテルは建てられないよと。やはりそこに

ビジネスが多少ないと難しいということなんですよね。そういう状況にあります。そ

うそうまたね、簡単でないんですよね。市長は多くを語りませんけれども、そうした

状況の中でね、木下グループが進出してくれたというのは、多分、今、観光客がいっ

ぱいいたりビジネス需要がいっぱいあって、自分たちもそこに行ったら１０６室を超

える部屋数をね、ホテルを建てても、十分ペイしていけるというよりも、観光客を自

分たちで呼んでくるからと、それも合わせ技だと、そう言ってるんですよね。そうい

う状況でないと、そういう企業でないと難しいんですね。そこのところをね、ぜひ田

井議員からも御理解いただきたいと思います。

○議長（小松穂積） さらに質問ありませんか。１５番田井議員

○１５番（田井博之議員） まあ言われてること分かるんですけど、まだまだ消極的な

ところが僕はあると思います。この現状でそのままいって、５年後、１０年後、また

ホテルが足らんという状況の中で、ほかの大手ホテルが何をもってあかんと言ってる

のかも副市長の答弁で分かりましたけど、一緒に男鹿を盛り上げて、男鹿の魅力を発

信していくということが、その企業に伝われば、僕はいつか向いてくれると思うんで

すけど、それを諦めることはちょっと考えられないんですが、今後もそれは変わらな

いんでしょうか。

○議長（小松穂積） ２回、３回、同じ質問になってるんだけれども。菅原市長

【市長 菅原広二 登壇】

○市長（菅原広二） 非常に熱い思いを聞かせていただきました。幾ら熱くても相手が

いることですから、やっぱり相手は今の男鹿の状況を見て来てくれるんです。議員が

おっしゃるように、私たちがね、熱い思いを持って今あるところがいっぱいになった
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と、利用者が多くて泊めるところがないんだと、そのぐらいのところまでいきそうな

状況を常につくっていくと、その気持ちが大事だと思ってます。議員がおっしゃるよ

うに、私は常に男鹿の魅力はまだまだ無尽蔵だと思ってますから、いろんな可能性を

秘めているので、その気持ちは当然持ってます。

そして、大きな観点から考えるべきことは、皆さんにやっぱり聞いてもらいたいの

は、観光によるまちづくりです。商売っていうのは人を喜ばせるんです。人を喜ばせ

ることによってお返しに利益をもらうと。だから、その一番分かりやすいのが観光だ

と思います。男鹿の魅力を感じてもらって、人に幸せを与えると。そのことによって

市民が喜びを感じる。そしてまた、市民が幸せになっていくと。感謝の気持ちや礼儀

正しさ、思いやり、優しさを身につけていくと、そういうことだと思います。だか

ら、訪れる人にね、ありがとうございましたという気持ちを持ってることは、地域社

会にとっても非常にいいことです。先ほどのパワハラの話もありましたけども、私た

ちは常にそういうことないように頑張ってやっています。だけども、ベストだという

ことはないので、ベストになるように常に努力をしていくと。だから、どっかの市の

ことを持ってきて、一律にやられたって困るよなと、その思いはあります。私は８年

間、そういうことがないように、フラットな組織をつくってきたと。フラットな組織

ということは、一人一人が経営感覚を持ってね、いろんなことに口出していくと。福

祉の人が観光どうのこうの、観光の人が福祉のことどうだがと、そういう話をしてい

くと。そのことがフラットな組織でいろんなことに関心を持ちながら、いろんな意見

を言い合える、そういう組織だと思っています。その土壌をかなりつくってきてい

るんだと思ってますよ。それがなまはげの里フィロソフィであるし、原点がね。議員

がいつもやっているあいさつ運動ですよ。そのことをやっている市町村ありますか、

ほかに。このことをなお一層死ぬまで頑張ってやっていくと、そういう気持ちが大事

なんです。だから今、ホテルの誘致についてもそういう気持ちで頑張りますから、絶

えず諦めないで、果てしなくそのことを追求していくと、そういう気持ちは持ってま

すから、そのことはよく理解してもらいたい。

以上です。

○議長（小松穂積） さらに質問ありませんか。１５番田井議員

○１５番（田井博之議員） 市長の熱い思いが十分伝わりました。共にこれからも頑張
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りましょう。

以上です。

○議長（小松穂積） １５番田井博之議員の質問を終結いたします。

次に、６番田司議員の発言を許します。６番田議員

【６番 田司議員 登壇】

○６番（田司議員） 皆さん、おはようございます。傍聴席の皆さんも、おはようご

ざいます。

今朝、一般質問があるということで張り切って床屋に行っていろんな話をしました

が、今日の一般質問と似たようなことを一般の市民の方も考えているんだなと。床屋

の人が、若美の保育園が全部統合なってこども園、これができる、どういうこども園

になるんだろう。それから、床屋に来るお客さんがこの間、特殊詐欺みたいな電話が

かかってきて、それでそのお金を払わないと電話止められるって、心配だっていう電

話が来たと。そういう話がありましたので、毎日新聞報道に出ていますけども、市民

の皆さんも同じようなことを考えているんだなと、そういうふうに感じた今日であり

ました。

それでは、通告に基づきまして質問させていただきますけども、同僚議員と先輩議

員の方々との質問項目が一部重複している部分がございますので御承知願いたいと思

います。

それでは、本日の一般質問をさせていただきます。

私からは、大きく分けて４項目の質問をいたします。

１点目は、保育園統合に伴う閉園舎の有効活用及びわかみベビー園についてであり

ます。

初めに、保育園統合に伴う閉園舎の有効活用についてであります。

４月から船越こども園が開園され、船越保育園・若美南保育園・五里合保育園・玉

の池保育園の４園が閉園となります。

急速な少子化に伴う園児数の減少により、保育園の統合は、やむを得ないと思いま

す。けども、統合により閉園となる園舎を、何とかして有効活用し、地域の活性化に

つなげることができないか。建物は、一般的に使用されないと傷みが急速に進んでき

て、雨漏りなど発生すると構造的な部分まで腐食が進んで、維持管理が大変なことに
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なりかねません。

この閉園となる４園について、船越保育園と五里合保育園については、活用予定が

あると聞いています。若美南保育園は、以前から雨漏りがあると聞いています。玉ノ

池保育園は、現状を確認いたしましたけども、すぐに修繕が必要なところはないとい

うことで、もったいないと思いますし、また、玉ノ池保育園の保護者会では、地区公

民館的なものとして活用できないかという意見も出たそうです。

市の活用方針や地域の意向などいろいろあると思いますけども、地域の活性化に資

するという内容であれば、様々な選択肢もあるのではないかと考えます。

そこで、質問の１点目は、閉園となる保育園の有効活用に向けた考え方と今後の展

望についてであります。

次に、わかみベビー園についてであります。

ゼロ歳児から２歳児までの保育園だということですが、玉ノ池町内からわかみベ

ビー園までの距離は９．９キロメートル、通園時間は約１５分でした。若美南保育園

のある渡部町内からは約７分、五里合からは約１２分の通園時間でありました。

ゼロ歳児から２歳児までは、特に発達が顕著な時期であり、この時期は、できるこ

とがたくさん増え、様々なことを吸収する大切な時期で、３歳以降の保育とゼロから

２歳児の保育では、全く異なると発達心理学の専門家が話しております。そして、人

としての土台を育てる大事な時期であるとも言われております。

今までより大きな環境の変化となるわけですが、ベビー園に通う子どもたちが、安

全で、しかも安心して過ごせる環境が必要だと思います。

保護者の皆さんからも、「環境の変化が強いストレスとなるので、子どもたちが安

心して過ごせる環境に配慮してほしい」「今までの慣れた保育士の配置など、子ども

のことを第一に考えたベビー園にしてほしい」という声が寄せられています。

以上のことから、わかみベビー園について４点の質問をいたします。

通告書では（２）となっております。ベビー園の保育方針、または保育目標につい

て。子育て環境日本一を目指す男鹿市として、未満児の発達にふさわしい充実した保

育方針について、どのように考えているのか。

（３）ゼロ歳児から２歳児の子どもたちが安心して過ごすことができる人的配置等

を含めた環境の配慮に関する市の考え方について。



- 182 -

参考までに、児童福祉法に基づく保育士の配置基準による配置については、厚生労

働省の地域型保育事業の認可基準では、保育士配置基準プラス１人、もしくは乳児お

おむね３人につき１人以上となっております。保育士配置基準より多い上、少人数保

育のため、先生の目が園児一人一人に行き届きやすい特徴があるとされています。ま

た、男鹿市保育園条例第４条には、園長・園長補佐・保育士を置くとされており、厚

生労働省の基準とも合わせ、早番・普通番・遅番などの配慮も必要と考えますが、利

用しやすい人的配置についても配慮する必要があると思います。

（４）保育送迎ステーションから船越こども園までの送迎バスについて、保護者の

不安に対して特別な配慮や対応が必要ではないでしょうか。

若美北部から鵜木の保育送迎ステーションまでと、そこからまた乗り換えて船越こ

ども園まで、バスに乗っている時間が長いので、園児が慣れないバス通園について、

長時間乗っていることへの配慮が必要です。３歳以上児は、オムツをしていない子も

多いので、トイレとか体調が悪くなった場合、その対応等に保護者から不安の声があ

ります。そのことについて不安対応の必要があると考えます。

（５）柔軟な受入れ態勢について。

様々な事情により、年間を通した入園でなくても、子育て環境日本一を目指すとい

う観点から、保育に欠けていない場合でも、柔軟な受入れ態勢が必要と考えますが、

いかがでしょうか。

大項の２点目は、これまでの市政運営の総括についてであります。

菅原市政２期８年の総括について、これまでの取組の成果や達成できなかった政策

と課題等について伺います。

市長は、これまで「市民を幸せにしたい」「利他の精神」など、なまはげの里フィ

ロソフィの理念を掲げて男鹿の発展に向けた基盤づくりに取り組んでこられました。

これまでは無理と思われていた複数のホテルの進出をはじめ、洋上風力関係、パック

ライス工場、温泉跡地を活用した陸上養殖など、市の活性化に向けた新たな動きが見

られ、その実行力に敬意を表したいと思います。

しかしながら、国や県の最重要課題ともされている人口減少問題については、地方

の単独の市では、やれることが限られており、極めて困難な課題であることは私も承

知しておりますが、数字的には厳しい現状であります。
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菅原市長が就任した平成２９年４月の市内人口は２万８，７７７人でしたが、令和

７年１月３１日現在の人口は２万３，２８８人となり、この８年間で５，４８９人減

少しております。

これまでの取組を検証し、人口減少に歯止めがかかっていない現状等について、ど

う捉えているのか。菅原市政２期８年間の市政運営の総括について、以下４点につい

て質問をいたします。

質問事項の１点目は、実績や課題等、菅原市政２期８年の総括について。

（２）人口減少に歯止めがかかっていない現状や、市民所得が低迷している現状に

対する認識と対策について。

（３）若者にとって魅力のある企業誘致の必要性について。

（４）新たな視点からの広域連携的な政策の必要性及び国内における都市との姉妹

都市提携の必要性について。消防やごみ焼却施設、し尿処理の広域化だけでなく、そ

の他の公共施設やソフト事業について、２万人そこそこの男鹿市で全て単独でやって

いくことが妥当なのか。人口減少の進行により、財源も減少していくと思われますけ

ども、新たな視点からの広域連携的な政策の必要性について、検討が必要な時期では

ないかと考えますが、いかがでしょうか。

大項の３点目は、特殊詐欺対策についてであります。

ＳＮＳを悪用した特殊詐欺が増えており、県内でも毎日のように特殊詐欺被害が報

道されております。

特殊詐欺の手口は多様化し、ＳＮＳによる副業の広告や投資詐欺、ロマンス詐欺な

ど、高齢者に限らず幅広い年齢層が被害に遭っており、高額の詐欺被害が相次いでお

ります。

日本国内では、２０２４年の被害額は、何と３，０００億円を超えて３，０７５億

円に達したということで、考えられない被害額に驚いております。これは宮城県や京

都府などの税収に匹敵する額だそうです。それが困ったことに、検挙率は僅か１．７

６パーセント、つまり犯人はほとんど捕まっていない現状のようです。

県警が２４年に認知したＳＮＳによる投資詐欺、ロマンス詐欺などの被害件数は２

００件、被害総額は９億９９３万円に上り、男鹿署管内の認知被害は４件の４，７８

７万円ということで、市内においても昨年５月にはロマンス詐欺により４，１３０万
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円、１１月には、デジタルアートを買えばもうかると言われて６０５万円のロマンス

詐欺が報告されています。

このように市民の生活を脅かす特殊詐欺被害に対して、市はどのように対処してい

くのか、質問いたします。

市内における特殊詐欺被害防止対策について。

大項の４点目は、今後の道路等インフラの維持管理についてであります。

先月下旬に埼玉県八潮市の県道が下水道管の破損で陥没し、トラックが転落する事

故が発生し、今日現在、いまだに事故に遭われた方が発見されておらず、全面復旧に

は数年かかると報道され、インフラの維持管理に注目が集まっています。

この事故などを踏まえ、今後の道路等のインフラの維持管理について、市はどのよ

うな対策を考えているのか。

報道等によると、道路の陥没は全国で起きており、人命や多くの人々の暮らしに関

わる事故が、いつ、どこで起きても不思議ではないと捉え、備えるべきだと専門家は

警鐘を鳴らしております。

下水道管や、道路、橋など、緊急に点検しなければならない箇所はどのくらいある

のか。人口減少が進行し、下水道管だけではなく、道路や橋などのインフラの維持管

理の負担が今後さらに重くなっていくことが懸念されます。

このような状況の中、２月県議会で県は、人口減少が進む中、老朽化した県道を全

て維持管理していくのは難しいと判断し、県道の一部路線の存廃を検討することを明

らかにしました。交通量や利用頻度が著しく少ない路線の将来的な存廃を含めた検討

について、どう考えているのか。

そして、高度経済成長期に整備された上下水道や道路等、インフラの老朽化に対し

て、市はどのように対処していく考えなのか、次の質問をいたします。

人口減少下における今後の道路等インフラの維持管理について伺います。

以上で壇上からの質問は終わります。

○議長（小松穂積） 答弁を求めます。菅原市長

【市長 菅原広二 登壇】

○市長（菅原広二） 田議員の御質問にお答えします。

御質問の第１点は、保育園統合に伴う閉園舎の有効活用及びわかみベビー園につい
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てであります。

まず、閉園となる保育園の有効活用についてでありますが、統合する４園のうち、

築２０年の船越保育園は、放課後児童クラブと地域子育て支援センターとして、ま

た、小学校を改築して８年が経過した五里合保育園は、地域コミュニティセンターの

一部として活用することで協議を進めております。

若美南保育園は築３４年経過しており、老朽化による雨漏りが頻繁に発生し、幾度

となく修繕を行いましたが、改善されないことから、現状での活用は困難であると考

えております。

一方、玉ノ池保育園は築４０年経過しておりますが、雨漏りなど不具合は見当たら

ず、引き続き使用が可能であるため、今後、地元の方々の御意見も伺いながら有効活

用できるよう検討してまいります。

次に、わかみベビー園についてであります。

わかみベビー園は、ゼロ歳児から２歳児までを対象に、定員１９人以下を基準とし

て、きめ細やかな保育を提供する小規模保育事業所であります。

保育目標を「健康で心豊かな子ども」とし、乳幼児に特化した小規模ならではの

アットホームでゆったりとした雰囲気の中で、非認知能力の基盤であり、心の発達に

欠かせない「愛着」を育む保育を行ってまいります。

現時点の入園予定は１２人で、小規模保育事業の保育士配置基準に照らし合わせま

すと、保育士５人の配置が必要となりますが、わかみベビー園では、園長、園長補佐

を含めた保育士８名と保育補助１名の配置を見込んでおり、低年齢児に目と手が行き

届く保育を提供してまいります。

３歳児以上が利用する保育送迎ステーションについては、統合により遠距離になる

五里合と若美地区の児童や保護者の通園負担を軽減するため、３歳児以上を対象に、

船越こども園への送迎と、送迎前後の時間にあっては保護者の就労に合わせた保育を

実施してまいります。現時点で通園バスの利用見込みは１１名で、特に遠距離となる

玉ノ池保育園は３名全員が利用する見込みであります。

通園バスの運行については、保育士が同乗し園児の体調を確認するほか、乗降時に

は園長、副園長など複数人で児童の安全確認を行います。

また、通園バスには置き去り防止安全装置のほか、バスコースや通過時間を保護者
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のスマートフォンからリアルタイムで確認できるシステムを導入し、人の目とシステ

ムの両面で子どもを守る対策を講じ、送迎時の保護者の不安と負担の解消に努めてま

いります。

柔軟な受入れ体制については、現在、未就学児を対象に育児リフレッシュなどで利

用できる「一時保育」を船川、船越、若美の３園で実施しておりますが、令和７年度

からは、市内全てのこども園・保育園で実施してまいります。さらに、令和８年度か

ら、保護者が就労しているか否かを問わず、ゼロ歳から２歳児が一定時間利用できる

「こども誰でも通園制度」が制度化されますので、保護者のニーズを調査し、導入を

検討してまいります。

御質問の第２点は、私の２期８年の市政運営の総括についてであります。

８年前に初めて市政のかじ取りを担って以来、今日に至るまで、私は、男鹿のさら

なる発展を図るためには、市民が心を一つにして「オール男鹿」で前に進むことが大

切であるとの思いで市政に臨んでまいりました。

また、職員に対しては、一人一人が経営者であり、営業マンであるよう、意識改革

を促しながら「利他の精神」で仕事に励むよう求めてまいりました。

こうした基本姿勢の下、１期目においては、道の駅おが「オガーレ」の開業やＪＲ

男鹿駅の移転新築を含めた周辺エリアの整備、「男鹿のナマハゲ」のユネスコ登録や

観光ＤＭＯの設立、地域内交通の再編整備や男鹿みなと市民病院の経営改善、さらに

は小・中学校へのエアコンの設置と１人１台タブレットの導入など、市政全般にわた

り、諸課題の解決に取り組んでまいりました。

２期目においては、足かけ４年にわたる新型コロナウイルス感染症、不安定な国際

情勢や急激な円安の進行等に伴う物価高騰、さらには大雨や高温少雨といった目の前

の危機に対応しながら、一期目の成果と課題を踏まえ、「市民を幸せにしたい」との

一心で、男鹿の発展に向けた基盤づくりに力を入れてまいりました。

その結果、産業面では、船川港港湾計画の改訂や洋上風力発電の訓練センターの開

設など、船川港の機能強化の動きが本格化したほか、観光面では、複数の宿泊施設の

立地や男鹿駅周辺広場のにぎわい創出、若者を中心としたスタートアップの取組等に

より、まちの変化が顕著になってきております。

農業・水産業の面では、圃場整備の新規採択や経営の法人化が進展したほか、パッ
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ク御飯工場や陸上養殖事業など次代をリードする事業が動き出しております。

また、暮らしの面では、ショッピングモールのオープンや斎場の改修に加え、消

防・ごみ処理・し尿処理の将来にわたるサービスの維持向上に向け、広域化の協議を

重ねるとともに、子育て・教育面では、給食費や保育料、医療費の無償化をはじめ、

船越こども園や船越小学校の整備など、子育て環境日本一を目指した施策事業を各般

にわたって展開してまいりました。

私とすれば、かけがえのないふるさと男鹿を少しでも前に進め、元気にするため、

懸命の努力を重ねてきたつもりであり、一定の成果を上げることができたと考えてお

りますが、一方で思うに任せない課題も多くあります。

特に、少子化に歯止めをかけることや、女性・若者にとって魅力ある就業の場の確

保等に関してはいまだ道半ばであり、その先にある人口減少問題については、満足で

きる成果を得るには至っておらず、引き続きの課題であると認識しております。

次に、人口減少や市民所得の現状に対する認識と対策についてであります。

人口減少に歯止めがかからないことについては、複層的な要因によるものと認識し

ておりますが、中でも若者を中心とした就職・進学による市外・県外への転出が最大

の要因であり、その背景には、若者が希望する職種や魅力を感じる職場が少ないこと

と捉えております。

県が行った若者の地元回帰の意向調査では、将来秋田に住みたいと思うには「給料

水準が向上すること」と答えた割合が最も高く、県内の中でも市民所得が低い本市の

状況から、将来に対する経済的な不安も、県外流出の一因になっていると推察してお

ります。

また、昨年秋に実施した市民意識調査の結果を見ましても、今後のまちづくりの基

本として「地場産業の活性化・企業誘致などによる雇用の確保」に重点を置くべきと

の声が多く聞かれたところであります。

こうした状況を踏まえ、まずは、若者や女性の就業の受皿となる「魅力ある雇用の

場」を確保するため、現在進行中の企業の進出や大型の投資案件などの動きを軌道に

乗せるとともに、若者や女性に魅力的な業種を含めた企業誘致に全力で取り組むほ

か、新規の起業や第二創業などを促し、新たな産業づくりを推進してまいります。

また、本市には、建設業や木材産業、医療や介護の各分野において、本県を代表す
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るような企業もありますので、それぞれの企業における生産性の向上や就業環境の改

善に対する支援を通じて、若者を受け入れるにふさわしい企業となるよう、後押しし

てまいります。

同時に、市民所得の向上には、地域の産業力を強化しなければなりません。

市ではこれまでも、観光や農業など地場産業の振興を重点的取組に位置づけ、各施

策・事業を展開してまいりましたが、来年度予算においても産業力の強化に重きを置

いており、例えば、主要産業である観光については、インバウンド需要の取り込みに

向け、「なまはげ」を前面に、ＳＮＳ等様々な媒体を活用した情報発信を強化するほ

か、観光スポットのメジャー化を推進してまいります。

また、新たなホテル等の立地により大幅に拡大する宿泊キャパシティーを生かし、

全県・全国レベルのイベントや大会を誘致し、地元への経済効果を高めてまいりま

す。

基幹産業である農業については、圃場整備の加速化を図るとともに、男鹿ブランド

農産物の産地を守り育てる取組を強力に支援するほか、パック御飯工場の円滑な稼働

に向け、原料米の安定供給など伴走支援に努めてまいります。

水産業については、暖水系の魚種や漁法への転換を促進するとともに、海面養殖の

実証事業や陸上養殖の取組を積極的に支援し、つくり育てる漁業を確立してまいりま

す。

一方、賃金水準のアップに向けては、中小企業が生産性の高い設備を導入し、労働

生産性の向上を図る場合の税制支援体制を整えているほか、省エネや省力化・省人化

を目的とした設備投資に支援しているところであります。

県においても、賃金水準の向上に取り組む中小企業に対して融資制度を設けてお

り、こうした施策の活用を促しながら市内企業の賃上げにつなげてまいります。

また、婚姻率の低さの改善に向けては、結婚を希望する男女を応援するため、新た

にマッチングアプリを活用した出会いの機会創出や、結婚後の新生活準備までを手厚

くサポートするとともに、出産・子育て期における経済的負担の軽減を図るため、保

育料や給食費などの「三つの無償化」と住宅取得助成などの「四つの補助金・給付

金」をもって切れ目なく支援してまいります。

さらに、年齢や性別による役割の固定化などに伴う閉鎖的な雰囲気の解消や、地域



- 189 -

全体で子どもを育む意識を醸成するコミュニティーづくりにも、意を用いてまいりま

す。

こうした取組を地道に、かつ粘り強く継続することで、産業力の強化と雇用の創出

を通じて市民所得の向上を図り、若者や女性の地元定着につなげるとともに、地域経

済の活性化を背景に、男鹿で結婚・出産する前向きな意識を醸成しながら、充実した

子育て環境の下、出生数の増加と人口の減少緩和という好循環が生まれるよう努力し

てまいります。

本定例会初日に「人口減少問題に関する調査特別委員会」の三浦委員長が述べられ

たように、人口減少対策には、諦めずに、決して下を向かず、一つ一つ努力を積み重

ね、変化を求めていく姿勢を貫いてまいりたいと思います。

次に、若者に魅力ある企業誘致についてであります。

これまで述べてきたように、深刻な人口減少に直面する本市において、社会減・自

然減の抑制を図る上で、その双方を支える産業の振興と雇用の創出こそが喫緊の課題

であり、地域で生まれ育った若者の雇用の場をつくるため、これまで新規企業の誘致

に鋭意取り組んでまいりました。

その際、単に市外企業の誘致にとどまらず、時代のニーズを的確に捉え、本市の強

みや特色を十分に生かし、常に地域への波及効果や雇用の拡大が見込まれる事業を念

頭に、トップセールスに努めております。

就任２期目も後半となり、これまでの取組が実を結び、基幹産業である農業の振興

にも大きく寄与するパック御飯の製造工場や、男鹿駅周辺エリア等へのホテルの立

地、市内水産事業者などが参画する旧温泉施設での陸上養殖など新たな取組が次々と

生まれており、若者をはじめ、地域にとって魅力的な雇用の場になることを期待して

いるところであります。

これに加え、本県沖での洋上風力発電事業や、船川港の機能強化に向けた具体の動

きが進む今こそ、地域産業の振興に拍車をかけるべく、重点施策として「船川港の活

性化と企業誘致」を掲げ、関連産業の誘致に向けた取組に力を入れております。

また、コロナ後の働き方が多様化していることを踏まえ、令和５年１２月には、商

工業振興促進条例を改正し、情報関連産業やコールセンター等を支援対象業種に加え

たほか、今年度は新規事業として、地方進出に意欲的な企業を対象に、若者の就業
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ニーズが比較的高いとされるＩＴ等の情報産業の進出も視野に、サテライトオフィス

の誘致にも取り組んでおります。

新たな企業の進出は、産業振興や雇用の場づくりのみならず、既存企業の事業活動

にもよい刺激となり、相互交流や切磋琢磨を通して相乗効果が生まれてまいります。

近年、男鹿駅周辺では、新たに地域に根差した若者による起業等が注目を集めてお

りますが、市としましては、企業の立地を契機に、新規・既存を問わず、事業者が互

いに経営を高め合う好循環が生まれ、若者に魅力ある雇用の場が創出されるよう、引

き続き企業の誘致に努めてまいります。

次に、新たな視点からの広域連携や姉妹都市提携の必要性についてであります。

広域連携による政策展開は、市町村単独に比べて、施設整備に係る事業投資の効率

化や、持続可能な行政サービスの体制維持などの面で大きなメリットが期待されるも

ので、人口減少社会を生き抜く上で、今後必要不可欠な取組であると考えます。

現在本市では、人口減少に伴う将来の財政規模の縮小などを見据え、市民生活に欠

かすことのできない消防・ごみ・し尿処理の３事業について、本市が先頭に立って広

域化の取組を進めており、県内の広域連携のモデルケースとして注目されておりま

す。

また、国においても、令和７年度から複数の地方公共団体による施設の集約化・複

合化等を後押しするため、特別交付税措置を創設することとしております。

広域連携の身近な事例としては、県と秋田市が整備した文化施設「あきた芸術劇場

ミルハス」が挙げられますが、本市としましても、人口減少とともに、まちづくりの

在り方も身の丈に合ったものに変えていく必要がありますので、将来を見据え、例え

ば文化会館や歴史資料館、スポーツ施設、水道事業などの公共施設や行政サービスの

広域連携について、引き続き研究・検討してまいります。

また、国内での他の都市との交流につきまして、提携都市ではありませんが、愛知

県春日井市との間で「児童交流学習会」の実施や春日井まつりへの参加を通じて親交

を深めているほか、「男鹿のナマハゲ」のユネスコ無形文化遺産登録や日本ジオパー

クの認定、北前船寄港地フォーラム等を通じた関係構築など、いろいろな形で自治体

間の交流を図っております。

今後も姉妹都市提携に捉われず、観光や経済、防災など、様々な分野で交流・連携
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を進めてまいります。

御質問の第３点は、特殊詐欺対策についてであります。

詐欺をめぐる状況は、依然として高齢者を狙った架空料金請求やオレオレ詐欺など

による被害がある一方、ＳＮＳ型投資詐欺やロマンス詐欺など手口が巧妙化し、年代

を問わず詐欺被害が発生しており、対策の強化が求められております。

市では、これまでも市民が詐欺被害に遭わないよう、広報おがに「消費生活セン

ターからのお知らせ」を定期的に掲載しており、今年度は６月以降３回にわたり特殊

詐欺を取り上げているほか、ホームページやテレビ回覧板での注意喚起を行うなど啓

発に努めております。

また、昨年１０月には老人クラブ連合会と連携し、大会開催時に詐欺被害防止講座

として男鹿警察署から講演をいただき、併せてチラシを配布したほか、年金支給日当

日に防災無線や防災メールで警戒を呼びかけております。

今後とも市民が安心して生活できるよう、関係機関と連携し、様々な手法を用いて

被害防止に向けた啓発に努めてまいります。

市民の皆様には、「まさか自分が」「私は大丈夫」と思わず、連日の被害報道を自

分事として受け止め、一人一人自己防衛意識を高めていただくようお願いいたしま

す。

御質問の第４点は、今後の道路等のインフラの維持管理についてであります。

まず、埼玉県八潮市の道路陥没事故を受けての緊急点検についてでありますが、本

市には、国からの点検依頼の対象となるような大型の下水管はありませんが、念のた

め腐食の恐れの大きい箇所について、臨時で目視による点検を実施しております。

次に、今後のインフラの維持管理についてであります。

下水道施設については、昨日の小野議員の御質問でもお答えしたとおり、下水道法

に基づき、腐食する恐れの大きい１２０か所について、５年に１回の頻度で点検を実

施しております。

現在、耐用年数５０年を経過した管渠はありませんが、「下水道事業経営戦略」に

基づき、令和９年度から老朽化した管の内面をライニングする事業を実施する予定と

しております。

また、水道やガス施設については、老朽化した管を耐震性等に優れたポリエチレン
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管やダクタイル鋳鉄管へ布設替えする事業を実施しております。

次に、道路施設についてでありますが、市が管理する橋梁２０４橋について、道路

法に基づき５年に１度の法定点検を実施、その点検結果に基づき、路線の重要性や損

傷の程度により補修の優先順位を定めた「男鹿市橋梁長寿命化計画」を策定し、適切

な補修・補強工法を検討した上で、計画的に修繕工事を行っております。

道路舗装につきましても、主要幹線を基本に「男鹿市道路舗装修繕計画」を策定

し、舗装の劣化度や路線の地域特性などにより優先順位を定め、計画的に修繕工事を

実施しております。

こうした中、県では先般、老朽化した県道を今後全て維持管理していくのは難しい

との判断から、県道の一部路線の存廃について検討することを明らかにしておりま

す。

本市にあっては、これまで交通量が少ないなどの理由により、市道を廃止した事例

はありませんが、人口減少や、それに伴う税収見通しなど本市の置かれた状況を考え

ると、市道の存廃についても今後検討に入れる必要があると認識しており、市道の維

持管理の在り方について考えてまいります。

道路、上下水道、ガスなどの社会インフラは、安全・安心の確保、持続可能な地域

社会の形成、産業経済の活性化など地域を形づくる基盤でありますので、これまでに

整備したインフラがその機能を適切に発揮できるよう、ドローンやＡＩといった最新

技術も取り入れながら、持続可能な維持管理に努めてまいります。

以上であります。

○議長（小松穂積） 再質問ありませんか。６番田議員

○６番（田司議員） 市長からは、私の一般質問に対する丁寧な答弁ありがとうござ

います。もう少し聞きたいところがありますので、答弁で述べられていなかった部分

とか、聞きたいところがありますので、何点かお願いしたいと思います。

保育園関係については、今の答弁で保護者の不安と負担の解消に努めていくという

ことで、何とかお願いしたいと思います。

その保育園関係で、市内の四つの保育園が閉園となって、新たな環境で子どもたち

が保育園に通って、保護者の皆さんが子どものことを心配する、不安を感じていると

いうことは当然のことだと思います。その保護者の不安の解消に特段の配慮をお願い
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したいと思います。これについては答弁要りませんけど。

あと、若者にとって魅力のある企業誘致の必要性について、これについても答弁い

ただきました。

若者にとって魅力のある企業誘致をするとなれば、それにふさわしい、そして企業

側から見てもメリットのある、半端でない思い切った企業団地の造成が必要であると

考えますが、この点についていかがでしょうか。

あと、市長は昨年１２月定例会で、４月に予定されている市長選に立候補するとい

うことを表明いたしましたけども、市長は今後どんな男鹿市を目指しているのか、こ

の点について市長のお考えを聞きたいと思います。

以上です。

○議長（小松穂積） 杉本観光文化スポーツ部長

【観光文化スポーツ部長 杉本一也 登壇】

○観光文化スポーツ部長（杉本一也） お答えいたします。

今、質問ありましたけども、企業誘致するに当たって産業用地の確保というのが本

市の一つの課題でもあります。市内には産業団地ございませんので。これについても

今回、２７年ぶりに港湾計画を改訂しましたけども、それに伴った整備をしていく中

で、埠頭用地の造成というのもあります。こういったところに期待しているほか、男

鹿市が企業誘致するに当たって優位に進められる点としては、やっぱり港があること

だと思っております。例えば、陸路で来た場合、やはり何としても男鹿市の場合、

端っこになってしまうというところがあろうかと思います。男鹿まで来るとなれば、

高速道路を降りてから潟上市の工業団地もありますので、そういった点を踏まえれ

ば、やはり港があるというところが我々が優位に進められる点だろうと思っておりま

す。こういったところも踏まえて、今、洋上風力発電が盛んに進められておりますの

で、こういった関連産業の誘致というところが我々にとっても有効でありますし、進

出する企業側にとっても港湾に近いところで事業展開というところがメリットのある

ところだろうというふうに思っておりますので、そういった形で進めていければなと

いうふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。

○議長（小松穂積） 菅原市長

【市長 菅原広二 登壇】
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○市長（菅原広二） 工業団地のことについては、今、部長がお話しましたけども、

私、自分の思っていることで、やっぱりちょっと反省していることは、やっぱり工業

団地をきちっと造ってなかったことがね、うまくなかったなということを反省してい

ます。やっぱり大きい企業があって、その企業が撤退した後、男鹿市民がもっとね、

新しい企業を求めて、やっぱり県南とか見ると、やっぱり長男方が残っていけるよう

な、そういう誘致企業があるわけですよ。男鹿はそういうのがなかったと、そのこと

がやっぱり大きな人口減少の一つになっているんじゃないかなと。やっぱり家に残っ

て、地域づくりをしながら、農業もしながら、会社勤めをするような、そういうこと

がなかったなということを反省しているので、まず工業団地のことについては、皆

さんと検討しながらやっていきたいと思いますので、よろしくお願いします。今

チャンスだと思います。いろんな地方が注目されています。東京にいなくても、やっ

ぱり地方のよさを生かして、地方で仕事ができると。やっぱり子育てといい人生は地

方でと、田舎でということが大事だと思います。

それから、私への、次の質問にもダブることですけども、来期のね、今言った話と

るる何回も述べさせてもらっているもので、その中にも書いていましたけども、強調

して言えば、やっぱり「オール男鹿」でいろんなことに取り組んでいくと。何を言い

たいかというと、子育てとか、それから観光、農業、あらゆる面で、やっぱり若者に

魅力ある地域づくりというのは、やっぱり官民連携でやらないとできないわけです

よ。先ほども話してますけども、生きがい、やりがい、働きがい、やっぱり男鹿で一

生を送れるような、そういうことをするためには、民間と連携してね、企業と連携し

て、もっとやっぱり企業の活性化というかね、言いにくいですけども、やっぱり企業

のいい産業風土を育てていくと、そういうことが大事だと思っています。そのために

は、まず市役所の職員が一生懸命その模範となるようにね、いい生き方をして、そし

て、一つよくなると周りもよくなっていくので、そういうことをできるような、そう

いう地域風土、産業風土をつくっていければなという思いを持ってます。

まだまだ可能性はあると思っていますので、諦めてはいないです。子育てのシンボ

ルを造って、それにまた周辺の市町村も含めて、また子育てをしたいと、一緒に男鹿

でやりたいという、そういう人たちもいるようですので、周辺の市町村、企業とも一

緒に連携しながらね、やっていければいいのかなと、そういう思いも持ってます。
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まずうまくまとめられないですけども、何とかそういう希望を持ちながら、皆さん

と話合いしながら、「オール男鹿」でやっていきたいと思っていますので、ひとつよ

ろしくお願いします。

○議長（小松穂積） さらに質問ありませんか。６番田議員

○６番（田司議員） どうもありがとうございました。

最後に、道路のインフラの維持管理について。

これについて市民生活に密着したということで、市民の方からも、おらほうどう

なんだとか、そういう不安の声というか、ありますので、そこら辺について、市民の

不安を解消するように、今後いろんな対策についてお願いしたいと思います。これに

ついては答弁要りません。

以上で質問を終わります。ありがとうございました。

○議長（小松穂積） ６番田司議員の質問を終結いたします。

次に、４番安田健次郎議員の発言を許します。４番安田議員

【４番 安田健次郎議員 登壇】

○４番（安田健次郎議員） 一番しんがりで、皆さんも大変お疲れだと思いますけれど

も、私も皆さんと一緒にこの一般質問で議論を交わしたいと思いますので、もう少し

よろしくお願いしたいと思います。

通告に基づいて順次申し上げますけれども、その前に、大船渡市の森林火災ね、非

常にニュース見るたびに、あれ男鹿市だったらどこまで焼けたのかなという思いをし

ながら、早めの鎮火を心から願っているところでございます。

被災者の方には、心からの早い復興を祈念しております。

一つ目の市政運営についてお伺いします。

それこそ９人目ともなりますと、やっぱりそれぞれ思う課題というのは似通ってお

りますので、ダブっている課題もあると思いますけども、その点には御容赦をお願い

したいと思います。

近年と言わず、現代はもう、これは男鹿市と言わず、全国どこの自治体でもやっぱ

り歴史の流れといいますか、非常に住民の願いや国民の願いや希望、これが非常に多

様化していると。いろんな課題が増えているのではないかと思います。そのために、

各自治体とも課題が豊富で、運営に対して非常に大変だというかね、課題が多くなっ



- 196 -

ている時代だと思います。特に今話題になっています地方自治体の中では、やっぱり

この人口減少、そして少子化、そして同時に高齢化と、近頃は特に物価の高騰という

ことで、どこの自治体も大変な苦労をしているとは思うわけでありますけども、国全

体で今後どうなっていくのかなという不安が渦巻いていると思うわけであります。特

に地方の人口減少も含めて過疎化が進むという中では、産業の振興問題、特に農林漁

業などについてでありますけども、この点の退化といいますか、落ち込みが激しいん

ではないかなというふうに思います。

それから、特に地方の場合は職場の問題、先ほどまでもいろいろ議論されておりま

すけれども、この人手不足の問題と相まってね、非常に自治体を繁栄させるためには

困難な状況になっているのではないかというふうにも思います。

もう一方では、高齢者が物すごく、史上最高になっていくわけでありますけれど

も、福祉の対策、この取組が今急務であります。日本の福祉はこれからどうなるか

と、壊滅だという学者もいるわけだけれども、手に負えなくなるというふうな、そう

いう現象がこれから出てくると思います。特にそれに関わる医療問題も、今、病院の

統廃合などやられているわけですけれども、高齢化が進むと同時にこの医療体制が

ね、財源の問題で切り詰められていくと。非常に矛盾が高まると。結構、社会保障推

進協議会、私方が加盟している社保協というのがあるんだけども、ここではね、大変

な状況になると。いわゆる介護崩壊と相まって医療崩壊、いわゆる高齢者に対しての

医療機関、それから介護に対しての医療職員、これがアンバランスになってね、手に

負えなくなるという過激な指摘もされています。そういう点では、前段申し上げまし

たように、どこも全国の自治体、様々なこうした状況に対して困難を強いられていく

ということを私は今、主張したい思いでお話しているわけであります。

こうした状況が予想されているわけでありますけども、今後の市の運営の中での主

なことについてのみ、以下について市長のお考えを伺うものです。今年は市長選挙も

行われます。先ほど市長選挙の抱負や思いを幾らか語っていただきましたけども、私

は前もって市政レポート、つぶさに読ませていただきました。その方針なども含め

て、以下のことについて質問させていただきたいと思います。いっぱいあるわけです

けどもね、取りあえず今回は四つのみだけに限って質問したいと思います。

一つ目は、やっぱり私もこの人口減少問題、これらの対策をおろそかにしてはなら
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ないという認識で質問したいと思います。

いろいろ市長は今までの経験からも、今度の人口減少対策にそれなりの対応を幾ら

か羅列しておりますけれども、どうもすっきりしないというか、この８年間でも結構

減っている。佐藤市政、渡部市政、そして今、この１０年間で物すごい勢いで減って

いる。特に近年は減っていると思います。この減っている要因などもたくさんあるん

ですけどもね、増やさなければならない、増やす方策を幾ら力説しても、一方でどん

どんどんどん減らしていってると、この現象があるわけですね。これをどうするかと

いうことも含めて、この人口対策をどうお考えなのか、お聞かせ願えればと思いま

す。

二つ目は、産業振興、産業振興ということで、これは今、市民がこぞって何か話合

いになれば、今度は企業がいっぱい来る、ホテルがいっぱい来る、そして働く場所も

増える、いわゆる私の住んでいるところでいけば、パックライスも四、五十人雇うん

じゃないかとか、それから、ホテルだって少なくても何十人かは就職できるんじゃな

いか、そういう期待は話し合われています。しかし、実際それだけの人数が集まるの

かどうかも含めてね、本当に人口増対策とか、その産業振興のためにね、どこまで何

の危惧もなくね、進まれるのかっていうのも、また一つの市民の話合いの中に出てく

る話だと思います。

それから、特に産業振興対策、これもう少し農林漁業も含めてね、観光も含めて、

対策をつぶさに知らせていただければありがたいと思います。

三つ目は、高齢者の支援の問題です。

今申し上げましたように、くどいと思いますけれども、全国で３，０００万人を超

える高齢者、これらがどんどんどんどんまだ団塊の世代ということで増えていきます

ね。これらの対策は相当な労力を費やすのではないかと、市政運営の大きな課題、今

でも福祉に関する支出というのは、予算の中で３割ほど占めているわけだけれども、

しかし、この高齢者が増えることによってのね、この取組が今相当厳しく見つめられ

ているというかね、これらの対策を今後どう対応しようと思っているのか。細かい施

策はなかなか今提示できないとしても、ある程度の基本的な考え方をお聞かせ願えれ

ばありがたいと思います。

それから四つ目、市政レポートにあります、今回は予算の概要にもありますし、皆
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さんの質問の中にもありましたけれども、この船川港の振興・強化というタイトルの

中でね、港の岸壁とか何かをやりそうなんだけれども、狙いは何なのかというのは、

企業誘致のためだということでいろいろあるようだけれども、何か県でやるのか市で

やるのか、男鹿市として、またこの港に対して大枚なお金をかけるんじゃないかなと

私は懸念しているわけだけれども、これがどういう狙いというかね、どういう構想と

いうか目標というかね、そこら辺の具体化について、もう少し現段階で取り組んでい

るところがありましたら示していただきたいと思います。

次に、森林整備について質問したいと思うんだけれども、どうも一般質問の通告と

いうのは、私方の場合、議会運営委員会の前に通告しなきゃならないということも

あって、前もって原稿を一生懸命調べたり調査しているわけだけども、しかし、この

質問通告したちょっと後に当初予算の概要というのが出るわけで、それを見ると、取

り組むということになっているのに、今回私方の質問の通告、やるの分かってて質問

せざるを得ないという現状がありますので、お許し願いたいと思うんですけども。ゼ

ロカーボンというタイトルの中にね、森林に対する対策がいっぱい羅列されているん

ですよ。で、私はね、森林整備についてという通告したんですよ。だけれども、中身

はゼロカーボンの対策としてね、森林に関わる事業いっぱい、三つか四つあるわけだ

けども、そこら辺は容赦願いたいと思います。

この森林関係の取組を実施する予算などが掲載されてありますが、私の質問とダブ

るのもあると思いますが、改めてよろしくお願いしたいと思います。多少笑えるわけ

だけれども。

ちょっと理由を申し上げます。

国も今年は森林対策を相当強化するということで、法律名忘れたんだけどもね、

ちょっと前に取組の法律が出来上がってはいます。特に令和元年からの森林環境譲与

税が、今度は環境譲与税という名前で、今年から一律１，０００円ほど徴収されるわ

けだけども、その予算を費やしてというかね、全国的にこの取組を、自治体に対して

それを、譲与税をあげるから計画とか練りなさいと、つくりなさいという通達がある

はずなんですね。そういうことで、今度、男鹿市ではどういう取組をするのか、私も

今日は、できれば聞きたいと思うんですけども。

要は、なぜこの質問をするかというのはね、今、男鹿市の場合も非常に林っていう
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か、通常「林」と言ってますけども、森林が荒れ放題ではないかなと思っているんで

す。特に観光という意味で見ますとね、あの観光ラインを走っていますと、やっぱり

ツタとか雑木とか非常に、あまり格好のいい森林形態ではないなというふうに思うん

ですね。見た目が非常に悪いと思うんで、私以外の観光者だって、もっときれいな林

だといいと思っているんじゃないかなと思っていますけれども、そういう点でやっぱ

り整備が必要じゃないかと日頃から思っていました。

それから、もう一つ、漁業振興ということでいつも指摘されているように、山と

海、この関連からいくとね、漁業が大変だ、大変だと言いながら、やっぱり山の問題

にも取り組む必要があるんじゃないかなと。この因果関係からもね、森林整備という

のは必要なんじゃないかなというふうに思います。

で、全国的に譲与税の絡みから国の法律に基づいて、山林に対する取組が全国各地

の自治体で取り組まれていますけども、今、一番注目されているのは自伐型林業対策

ということです。今までは、過去、戦後ずっと乱伐というかね、どんどんどんどん切

り出して、森林組合、営林署を通して、切って売って、切って売ってってね、結構植

林が遅れてきたという嫌いがあって山が荒れていると。それに対して国が今度はね、

もっと整備しようということのようですけれどもね。要は一つはこの自伐型林業だけ

に限らずね、今後の男鹿の森林対策にどう取り組むのか、今考えていましたら方向性

をお伺いしたいと思います。

それからもう一つ、手法なんだけれどもね、今申し上げましたように、ゼロカー

ボンの中に出ているのを見ると、林道を造るとか、森林組合と提携して伐採すると

か、もっと細かいことちょっと見ないと忘れているところもあるんだけども、一定の

取組はやるようです。しかし、今申し上げましたように、この自伐型林業というのが

ね、非常に効果的だっていうことで、後で申し上げたいと思うんですけども、全国で

相当な取組がなされていますので、これらについての方向なり対策をお聞きしたいと

思います。

三つ目になるんだけども、もっと進んでいるところではね、他市ではね、民有林を

自治体で購入しているんですね、今、あまりにも荒れてて、このままにしておけない

ということで。自治体で買い上げて、そこに自伐型林業形態を組み込んで、そして移

住者もね、相当数増えているという事例が出ています。そういう点では、一策だと思
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うし、一理あるなと思うんで、これらについて、市で民有林を買い上げての管理方向

までも検討なされるのかどうかお聞かせ願えればありがたいなと思います。

次のね、三つ目の補聴器購入に補助をというタイトルで通告しました。これも先ほ

どの森林対策と同じでね、今年やることに、当初予算の概要を見るとね、一定の取組

するようです。ですから、何か質問しにくいというかね、思うんだけれども、しかし

通告した以上はね、議論はしたいと思います。

この補助というのはね、大変喜ばしいと思う。これ、佐藤巳次郎さんいた頃から私

も、これで私は２回目かな、３度ほど補聴器への補助ということで、この場で質問し

ているはずなんですけどもね、そのたびに市長は、国の動向を見てとかね、国に対し

て要望していくという答弁を繰り返してきました。非常に残念だなと思っていたんだ

けれども、やっと今度は取り組むということなので、非常に私も、ある意味では聞き

入れてもらえたのかなという気持ちを持っているわけでありますけれどもね。

これ、国もね、まだ正式に全部の補助をやるというわけじゃないけども、保険者機

能強化推進支援金、そしてね、介護保険保険者努力支援交付金という、こういう名目

でね、全国各地に波及させるという方向なようであります。

先ほども申し上げました高齢者が３，０００万人以上もいるという、この多くの方

がね、有病者が多いということでありますね。その中でも特に認知症が結構いると。

四、五百万だか、ちょっと数字は曖昧だけれども、一定の数が難聴者、軽度も含めて

ですけどもね、いるそうであります。

で、高齢者ほど難聴者が多いわけだけれども、これの原因というのがね、非常に有

病率が高いという指摘をされている。いわゆるコミュニケーションも取れないとか、

聞こえないからまあいいやと。そして外へも出ないと、そういう現象があって、有病

率が高まっているというデータもある、厚労省の報告ではね、これ資料あるんだけど

もね。そういうことで、この難聴、もう少し言いますけれども、特に新潟県ではね、

もう１００パーセントに近い、３０ある自治体で２６実施している。で、東京は１７

で、北海道は１３自治体。東京で優れたところは最高１３万７，０００円まで出す

と。男鹿市の場合、５万円が上限なようですけどもね。補聴器は結構高いのでね、あ

れ、上限５万円というのはどうかなと思ったんだけども、せっかくやるというからけ

ちはつけたくないのでね、喜ぶわけだけれども、この点についてもね、なぜ今ここで
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その数字を言ったかというのは、もしできれば上限の引上げなども、これからだよ、

これから検討すべきではないかなということも含めて申し上げさせていただきまし

た。

以上で質問を終わります。

○議長（小松穂積） 答弁を保留し、喫飯のため、午後１時まで休憩いたします。

午後 ０時００分 休 憩

午後 １時００分 再 開

○議長（小松穂積） 休憩前に引き続き会議を開きます。

答弁を求めます。菅原市長

【市長 菅原広二 登壇】

○市長（菅原広二） 安田議員の御質問にお答えします。

御質問の第１点は、市政運営について、まず、人口減少対策の今後の取組について

であります。

人口減少問題に関しては、これまでも本市の最重要課題として様々な対策を講じ、

その抑制に努めてまいりましたが、少子化を含め、残念ながら思うような成果は得ら

れておりません。

今後、日本の総人口が急激に減少し、しかも東京一極集中が一向に是正されない中

で、当面、人口減少そのものを食い止めることは難しい状況にありますが、ふるさと

男鹿を将来にわたり維持・発展させていくため、この問題に正面から向き合い、その

スピードを緩めるべく全力で取り組む覚悟であります。

本市の人口減少は複層的な要因によるものでありますが、中でも若者を中心とした

就職・進学による市外・県外への転出が最大の要因であります。

このため、まずは、若者や女性の地元就業をはじめ、卒業後の就職先や首都圏等か

らのＵターンの受皿となる「魅力ある雇用の場」を確保するため、現在進行中の企業

の進出や大型の投資案件などの動きをしっかりと軌道に乗せながら、ＩＴ等の情報産

業など、若者や女性に親和性の高い業種を含めた企業誘致に全力で取り組むととも

に、農業法人を含めた地元企業の生産性向上や就業環境の改善を支援するほか、本市

での新規の起業や第二創業へのチャレンジを促し、新たな産業づくりを推進してまい
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ります。

少子化対策としては、婚姻率の低さの改善に向け、結婚を希望する男女を応援する

ため、新たにマッチングアプリを活用した出会いの機会創出や、結婚後の新生活準備

までを手厚くサポートするとともに、出産・子育て期における経済的負担の軽減を図

るため、給食費などの「三つの無償化」と住宅取得助成などの「四つの補助金・給付

金」をもって切れ目なく支援してまいります。

また、移住対策としては、移住フェアや相談会において本市の魅力を発信継続する

とともに、市外から転入する世帯に対し住宅取得や改修費等を助成するほか、来年度

は、新たに県外からの移住者を対象とした助成金制度を設けるなど、移住支援を強化

してまいります。

さらに、年齢や性別による役割の固定化などに伴う閉鎖的な雰囲気の解消、移住者

を受け入れるに当たっての相互理解や、地域全体で子どもを育む意識の醸成にも、意

を用いてまいります。

こうした取組を地道に、かつ粘り強く継続することで産業力の強化と雇用の創出を

図り、若者や女性の地元定着につなげるとともに、地域経済の活性化を背景に、男鹿

で結婚・出産する前向きな意識を醸成しながら、充実した子育て環境の下、少しでも

出生数が増え、人口減少が緩やかになるよう努力を積み重ねてまいります。

申すまでもなく、人口減少対策は行政だけが頑張っても成果を上げることはかない

ません。これまで申し上げた産業力の強化、雇用の創出、少子化対策、移住や地域コ

ミュニティーづくり、そのいずれを進める上でも、市と市議会、民間事業者、市民一

人一人が当事者意識を持って、気持ちを一つにして取り組んでいく必要があります。

以前、本県選出の国会議員がある地方を訪問した際、タクシーの運転手から「うち

の街はよいところですよ。ぜひ移住してきてください」と言われたというエピソード

を聞いたことがあります。

私は、このように市民の皆さんが自分の住んでいる街に誇りを持ち、自ら我が街を

ＰＲし、移住者を呼び込んでいく、そんな男鹿の街を目指して人口減少問題に対峙し

てまいります。

次に、産業振興対策の主な取組についてであります。

本市の産業力の強化に当たっては、秋田県沖での洋上風力発電事業の進展や、港湾
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計画の改訂による機能強化の動きなどを踏まえ、「船川港の活性化と企業誘致」に力

点を置き、新たな企業の誘致に特に力を入れてきたところであります。

積極的なトップセールスが奏功し、本年４月以降、パック御飯の製造工場や高級リ

ゾート宿泊施設など、大型の投資案件が開業することから、市では、商工業振興促進

条例に基づく奨励措置や人材確保に向けた伴走支援により、事業の円滑な立ち上がり

と早期の経営安定を支援してまいります。

また、若者や女性に親和性の高い情報関連産業などの立地も見据え、サテライトオ

フィスの誘致に取り組むほか、新規起業や第二創業など、新たなチャレンジも後押し

してまいります。

さらに、今般の国の経済対策の一環として交付される地方創生臨時交付金を活用

し、建設業、製造業、サービス業など、地域経済と市民生活を支える地元事業者を対

象に、省エネ設備の導入助成などを通じて、生産性向上や人材確保の取組を支援して

まいります。

観光面では、国の補助事業を活用し、男鹿温泉郷など多くの施設で付加価値の高い

サービス提供に向けた改修が進んでいるほか、船川・船越エリアでは、既存の建物を

リノベーションしたホテルや旅館、一棟貸しの宿の新規開業、さらに来年３月には、

１６１室を備えるホテルのオープンが控えるなど、多様な宿泊施設の整備により観光

客の受入れ態勢が強化されます。

この機を逃さず、観光誘客と観光消費の拡大を図り、市内経済への波及効果を生み

出すため、「男鹿のナマハゲ」やダイナミックな自然景観、豊かな食資源など、男鹿

観光の魅力を様々な媒体で発信するとともに、観光情報サイトの多言語化やインフル

エンサーの活用によるインバウンド誘客、市内に点在する観光スポットのメジャー化

等に取り組んでまいります。

このほか、農業においては、立ち遅れている圃場整備の加速化を図るとともに、法

人化の推進による機械・設備導入や、本市の特産品である男鹿梨、若美メロン、菊等

の男鹿産ブランド農産物の産地維持・拡大に向けた取組を強力に支援してまいりま

す。

また、漁業においては、ハタハタやサケなど主力魚種の資源回復が見通せない中

で、サーモンやクルマエビ、マガキ等の蓄養殖技術の事業化に向けた取組を精力的に
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進めるほか、旧ＷＡＯでの陸上養殖の取組を積極的に支援するなど、つくり育てる漁

業を確立してまいります。

次に高齢者支援策についてであります。

市ではこれまで、各種支援団体や住民の方々との連携の下に、高齢者一人一人の

ニーズに沿った介護予防教室の開催、認知症や家族介護等に関する相談支援、見守り

や栄養改善が必要な高齢者宅への安否確認を兼ねた弁当配達サービス、除雪や除草等

を行う生活援助事業、さらには新型コロナやインフルエンザ、帯状疱疹のワクチン接

種費用の助成など、高齢者の健康維持と日々の暮らしに密着した各種事業を展開して

まいりました。

また、社会福祉協議会においては、町内会や民生児童委員と連携し、一人暮らし高

齢者への声かけ活動や地域情報を盛り込んだお便り「お元気ですか」を送付している

ほか、高齢者や地域住民が気軽に集う「いきいきサロン」や「ふれあい祭り」を地域

ごとに開催するなど、高齢者の孤独・孤立防止に向けた地域づくりを行っておりま

す。

さらに、来年度は個別避難計画作成の加速化や補聴器購入助成事業の創設、市独自

の健康アプリの導入、自殺予防の取組として老人クラブと連携した心の健康づくり事

業を実施するなど、より広範な分野において高齢者支援策の充実を図ってまいりま

す。

本市では、ここ数年、子育て環境日本一を目指した取組を精力的に進めていること

から、「高齢者への支援策がおろそかになっているのではないか」といった声を耳に

することがありますが、決してそのようなことはございません。

本定例会初日にも申し上げましたとおり、今後力を入れていく施策として、高齢者

に優しいまちづくりを掲げ、男鹿に暮らす高齢者の方々が地域で心豊かに安心して暮

らしていけるよう、健康長寿のための医療・福祉・介護の充実や防災福祉の強化、買

物や通院の交通手段の確保などに取り組んでまいります。

もちろん、子育て環境日本一を目指した取組については、引き続き、充実・強化し

ながら推進してまいります。

取組によって生まれる子どもたちの笑顔は、世代を超えて高齢者の方々に広がり、

地域全体を笑顔にしてくれます。高齢者の方々の笑顔は、世代を超えて子どもたちに
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優しさと温もりを与えてくれます。こうした、子どもからお年寄りまで世代を超えて

笑顔あふれる男鹿を目指し、私が先頭に立って汗をかいてまいります。

次に、船川港機能強化の具体な計画についてであります。

国内でも洋上風力発電事業が特に進展する日本海側北部において、船川港は、秋

田、能代の両基地港湾の中間に位置し、冬季でも広大な静穏海域を有する優位性か

ら、将来の浮体式までを見据えた事業展開をはじめ、関連産業の人材育成や運営・保

守拠点など、多面的な役割が期待されております。

こうした将来性を踏まえ、昨年４月以降、訓練センター「風と海の学校 あきた」

や、日本海側最大の船揚場を有する大型船舶の修理拠点が順次整備され、具体の動き

が着実に進んでおります。

さらに、半島防災の観点から、大規模災害に際して、海上からの救援物資やＤＭＡ

Ｔ等の救援人員の受入れ・輸送拠点としての期待も高まっており、港湾施設の耐震化

や老朽化対策など、災害に強い港湾整備も急務となっております。

こうした中、昨年８月に改訂された船川港港湾計画においては、国家石油備蓄基地

南側へ水深１２メートルの大水深岸壁を整備するとともに、埠頭用地・工業用地合わ

せて約３６ヘクタールを造成するほか、オガーレ向かい岸壁への小型船舶の係留施設

や、延長１８５メートルの耐震強化岸壁整備などが盛り込まれております。

港湾管理者である県では、来年度から令和１１年度までの５か年を事業期間とし

て、耐震強化岸壁の整備に着手する考えであり、来年度は、測量、地質調査、詳細設

計を予定しております。なお、当該事業費については、本市が一部負担する必要があ

ることから、来年度当初予算案に関連経費を計上しているところであります。

このほか、国直轄事業での大水深岸壁整備の早期事業化を見据え、県では、大水深

岸壁と埠頭の一体的整備を進めるため、埠頭用地の造成に係る調査設計等の事業費に

ついても、来年度当初予算案に計上しております。

市としましては、改訂された港湾計画に基づき、産業振興、防災対策の両面から、

船川港の機能強化が迅速かつ着実に進められるよう、引き続き、国や県に対し必要な

予算の確保を要望してまいります。

御質問の第２点は、森林整備について、まず、今後の計画と取組についてでありま

す。
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水源涵養や土砂災害の防止、地球温暖化の緩和など、森林の有する多面的機能の発

揮には、森林を適正に管理し維持・増進することが重要であると認識しております。

市ではこれまで、下刈り・間伐や間伐材搬出等の費用に対し助成するなど、森林所

有者の負担軽減を図りながら整備促進に努めてまいりましたが、森林所有者の高齢化

や林道・作業道の未整備、林業採算性の悪化等の理由により、適切な管理が困難と

なってきております。

こうした状況を踏まえ、手入れの行き届いていない私有林の整備を推進するため、

森林環境譲与税を活用して、令和２年度から９２７人を対象に意向調査を実施し、昨

年度までに２３０人の方から市に対し、経営管理を委託したい意向が示されたところ

であります。

このうち１２人、８ヘクタールについて経営管理権を設定しており、今年度、初め

て６人、３ヘクタールについて、森林組合に委託して間伐等の具体的な森林整備を実

施しております。

また、今年度から私有林の下刈りや除伐・間伐など、森林整備の個人負担分を全額

助成し、森林所有者の経営意欲の促進に努めているほか、間伐材の生産性向上のた

め、県営により馬生目地区の林業専用道の整備に取りかかるなど、路網整備による原

木供給体制の強化を図っているところであります。

さらに、来年度から森林経営管理制度を適切に運用するため、長年、森林部門に携

わった経験豊富な県職員ＯＢを配置し、事業の推進体制を強化しながら森林整備の加

速化を図ってまいります。

なお、本年６月７日には「２０２５あきた水と緑の森林祭」が本市で開催されます

ので、森林祭での植樹活動や普及啓発等を通じて、森林が有する公益的機能について

積極的にＰＲしてまいります。

次に、自伐型林業についてであります。

自伐型林業は「採算性」と「環境保持」の両立を目指し、持続的な森林経営を可能

とする林業スタイルとの触れ込みで、西日本を中心に一部の林業家が実施していると

伺っております。

現在、一般的な林業は、森林の所有者と施業が分離され、森林組合をはじめとする

素材生産業者に伐採等が委託して行われておりますが、この方式は、森林所有者や移
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住者などが、自ら毎年、全体の２割程度を小規模に長期にわたって伐採するものと承

知しています。

この手法を導入するに当たっては、１経営体で３０から５０ヘクタールの山林面積

が必要なことに加え、林の中で伐採すべき木を見極める目や、安全に切り倒す高度な

技術が求められることから、決して容易な取組ではないと認識しております。

本市の状況を見ますと、高齢化に加え小規模所有者が多く、良産材が少ないなど、

採算性に難点を抱えていることから、本格的な導入に際しては、果たして本市にふさ

わしい林業スタイルなのか慎重に見極める必要があり、ましてや、そうした手法を普

及するために市が森林を買い上げることは考えておりません。

市としましては、管理の困難な森林については、引き続き森林環境譲与税を活用し

ながら、所有者との経営管理権の設定を通じて適切に整備することを基本に、健全化

に努めてまいります。

御質問の第３点は、補聴器購入費の助成についてでありますが、これまで安田議員

のほか進藤議員からも繰り返し御提案をいただいた案件であり、先ほどお答えしたと

おり、本市独自の補聴器購入助成事業を創設することとし、関連経費を当初予算案に

計上しております。

その内容につきまして、国や県の事業では、高度もしくは重度の難聴者及び難聴児

を対象に、所得要件を設けて実施しておりますが、本市が創設する助成事業は、国や

県の助成対象とならない軽度から中等度の難聴者を対象に、対象年齢を問わず、所得

要件も設けず、補聴器購入費用の半分、５万円を上限として助成するものでありま

す。

市ではこれまで、加齢性難聴に伴う補聴器購入費の助成については、国において全

国一律での実施が望ましいと考え、市長会等を通じ国への提言を続けてまいりました

が、いまだ実現の兆しがございません。このため、高齢者に優しいまちづくりの一環

として、難聴のある方が補聴器を用いて良好な聞こえを維持し、健やかに生活できる

ことを願い、このたび、国に先んじて市独自の助成制度の創設に至ったものでありま

す。

以上であります。

○議長（小松穂積） 再質問ありませんか。４番安田議員
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○４番（安田健次郎議員） これ質問通告する際に考えたんだけども、市長のこの市政

レポートの中にね、人口対策のこと、あまり見受けられなかったようなんでね、まあ

いろいろあるようだけどもね、それでちょっとこれ、別に取り組んでいるはずなんだ

けども、もっと力を入れるべきじゃないかなという考え方で質問通告したんです。

というのはね、確かに困難だという答弁です。一喜一憂にいかない、そのとおり

なんですよね、確かに。この間、私さっき言ったように、佐藤市政のときからずっと

ね、どんどんどんどん減ってきているわけでね、それやむを得ないのかなということ

で、とどまって考えなきゃならない時期でないかと思う。いわゆる困難だし、大変だ

し、一喜一憂にいかない。だけれども、そのままでいいかというと、行政としてはそ

うはいかないと思うんですね。そういう点で質問したんですけれどもね。

その背景ちょっと言わせてもらうんだけどもね、例えばね、やっぱり職場がないの

は当然だし、やっぱり産業構造がね、非常に悪いと思うんですね。ここに県の資料あ

るんだけどもね、これ県全体の資料、ちょっと参考のために読ませてもらいます。中

学校の不登校の欠席率がね、全国４７位、１５歳未満の人口割合、全国４６位、人口

増加率、全国４７位、粗出生率、全国４７位、製造出荷額１人当たり２，１２６万、

全国４６位、課税対象所得２６５万、４７位、生活習慣病による死亡、全国１位、悪

性新生物による死亡、これも全国１位、脳血管疾患による死亡、全国ですよ、この中

にね、市のやつが大分入っているんですよね。１位ではないんだけど。ただ、この

間、いい報告があったけどもね、自殺率がなくなった。過去には男鹿市、大分あっ

たんですよね。県内でも高いほうだったんですよ。これがまあトピックスと言えばい

いかね、非常にいい報告を受けたなと思ってます。

でね、何を言うかというと、こういう産業構造、所得の低い、こういう構造体系の

中にある本市がね、やっぱり住みにくいという現象が一つあると思う。所得が低い。

だから、産業構造が悪いんだけども、これ何回も私、ここで質問しているつもりなん

だけどもね、やっぱり農林漁業が廃れるとね、人口が減るということ、くどいようだ

けれどもさ、私の例を言うけども、例えば２００戸の住宅があってね、農家が１２０

戸あった。今ね、世帯主だけで１３０、農家が６人、こういう構造ではね、やっぱり

人が住まなくなるのね。これ、なぜ住まない。大工もいなくなる、床屋さんもいなく

なる、左官屋もいなくなる、店もなくなる、挙げ句の果てにこの頃は公共事業が何も
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ない。今、例えば若美の北部に行くと、たった一つ残っているのが郵便局だけ。今度

駐在所もなくなる。ここでね、やっぱり不便さというのはね、生活に対する不便さ。

で、若い奥さん方、ママ友方の話を聞くとね、やっぱり通学に時間がかかって嫌だよ

と。秋田市へ通うのに、我が家が典型的なんだけども。送り迎えね、高校生の場合

に。まあ小・中だって今度全部送り迎えだ。朝夕のね、奥さん方の、家事、炊事をや

らなきゃならない立場の方々がね、ここはやっぱり不便だと、じゃあやっぱり潟上市

のほうへ行ったほうがいいやというのが一つあると思う。それからね、回って歩くと

ね、私方、今、全国５００万人のアンケート調査、一軒一軒回ってやるわけだけども

ね、面白いのある。猫好きなんだけれども、病院に行くには不便で住みにくいってい

うような、そういう方もいる。それからね、産婦人科で困っていると、やっぱりいち

いち産婦人科のお世話になるには遠くて容易じゃないと、不安だっていうのね、あと

もてないよと、一人もやっとだという、そういう声が聞かれます。私はいい加減な人

だから、私にしゃべりやすくて言ってるかもしれないけどもさ、そういう問題があ

るんですね。だからね、所得が低かったり、職場がなかったりね、サービスが悪かっ

たりね、そういう細かい取組というかね、思いやりというか、市長得意の哲学、フィ

ロソフィーね、それでやっても、物理的にやっぱりそういう不便さが蓄積されると

ね、やっぱり一集落で一人いなくなっても物すごい数なんですよ。だからそういう点

では、今のＳＤＧｓじゃないけれどもね、今流行しているわけだけども、一人でも二

人でもこういうところで議論なったらね、それらに対する対策というのはやっぱり

やっていかないと、その積み重ねが人口増加につながっていくというのも、私は言え

るんではないかと思うんです。そういう点ではね、一つはやっぱり産業の、農林業の

振興、それから漁業の振興、これはやっぱり切っても離されないと思う。

こういう、私ね、国の人口減少対策総合研究所の理事長の切り抜き持ってます。決

め手は、このまま農業が廃れていけば日本の人口、どん尻になるって言ってるんだ

よ。警告出してます。食料の問題出てくるので、農業がなければ、外国から買えばい

いっていう論は成り立たなくなるっていう言い方してるんですね。これが基本だとい

う、国のだよ、人口減少対策総合研究所の理事長さんだよ。だから、それだけやっぱ

り産業構造というのを大事にしていかないと、人口減少を食い止められないというこ

とも言えるのではないかと思う。確かに結婚の問題とかね、職場の問題もあるけれど
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も、そこはやっぱりもう少し取り組む必要があるんじゃないかなと。

それから、産業構造が一つと、もう一つは今言ったようにささやかな思い、動物を

保護したいとか、それから、お産が難儀だとかね、通学が大変だとかね、こういうこ

とがやっぱりＳＤＧｓじゃないと、一人も取り残さずやっぱり楽しく過ごさせるとい

う積み重ねが人口増につながるんじゃないかという観点で私は、市長にできればね、

もう少し強力な、これせっかく私、全部見せてもらったんだけどもね、ちょっと不足

だと思ってね、苦言を呈すような形で申し訳ないけども、やってないとは言わないけ

れどもね、質問したかったんです。

それからもう一つ、２番目のね、農業法人、産業構造ね。確かに今漁業も大変な状

況でね、県では農業を真似したようにスマート漁業と言ってるんだけどもね、ここも

やっぱりもう少し取り組まないと、この前にも言ったよ、７００人もいた人が、ここ

私が議員をやってきて、今になったら３００人もいないと。この減りはね、半分以上

でしょう、漁業者だけで。なぜ減るのと。まあ成り立たないから減るよと。それはそ

うですよ。気候の変動だとかいろいろあるよ。あるんだけれども、極端な減り方をし

ていると。こういうのもやっぱり食い止める対策もね、僅かでもやっていかないと、

そういう積み重ねをしていかないと人口増につながらないということから、産業構造

をもう少し強化してほしいなと。

誘致企業、これはもう何十年前から、私方若美町時代からね、町長を先頭にして企

業誘致図れ、企業誘致図れってね、はっぱかけたような質問をしてね、みんなやった

もんですよ。いらない話するんだけども。市長も今回はね、いわゆる相当頑張って

ね、歩いて回ってトップセールスやってるのは尊敬するんだけれども、しかし、まだ

まだね、もう少しやっぱり企業誘致のことに対して、何らかの手だてをこれから研究

しなきゃならないんじゃないかと思う。行ってお願いして、なかなか条件悪いから来

ないというだけじゃなくてね。だから地元で起業、いわゆる起こす起業ね、これをつ

くり上げていくか、ただお願いしに行って、パッと来る企業がいればいいんだけども

ね、そこら辺の捉え方としてはね、やっぱり一定のプロジェクトチームでも作って

ね、職場の確保というね、たとえ５０人でも１００人でもいいねが。今のパックライ

スとか何か来たって１００人規模でしょう、ホテル合わせても。だとしたらさ、やっ

ぱり２００人規模ぐらいの働く場所をね、確保してやるという取組もね、一喜一憂に
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いかないのは十分分かる。状況が状況だから。国の状況もあるし、景気の問題もあ

る。このぐらい不景気で、物が高いときだと、何やったって、工事屋ももうからない

という、一般の人、物も買われないという、それは分かるんだけどもさ、そういう取

組もやっぱり何ぼかしていかなければならないんじゃないかなと思って質問してい

るんです。

あと、高齢者の問題。もう３，６００万か、大体。この大きな要因というのはね、

これから大変だと思うんだけどもね・・・

（「具体的な質問内容示さなければ」と言う者あり）

○４番（安田健次郎議員） だから具体的な質問として、高齢者対策についてどうかと

いう質問通告して・・・

○議長（小松穂積） いい、こっち見てしゃべれ。

○４番（安田健次郎議員） 四つ言ったんだや。一つは人口問題、二つ目、産業、三つ

目、高齢者って・・・

（「再質問だから具体的な」と言う者あり）

○４番（安田健次郎議員） 分かった。注意します。ありがとうございます。なるべく

要望に沿ったような形でやりますので、重要なやつだったら議長を通してしゃべって

けねが。

ということでね、今の高齢者対策ね、これは大変な取組になると思うんだよね。だ

から、例えば病院も今度減る。介護保険は、もうどこまでいくか分からないほど、介

護崩壊と言われている。だからね、こういうやっぱりお年寄り方も住みにくいという

感情を持つと人口減にもつながっていくと。来ねくてもいいやと、おら方でたくさん

だよという声を聞くことありませんか。結構あると思うんですよね。せっかく出て

いった人方に、来いとは言えない。むしろ高齢者が向こうに引っ張られていくという

ような。いい職場でもあればね、住み慣れたところで住まわせたいというのもあると

思うんだけど、そういう現象が起きると思うんでね、ですから、高齢者対策、相当

やっている、頑張っているんです。子育てと高齢者、さすが男鹿市政だと思ってま

す。でも、それ以上な状況がね、押し寄せてくるということから、粗末にしないでと

いう取組をね、もう少し強化すべきじゃないかなと思ったんです。それについてもコ

メントがあったらお願いしたいと思います。
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１回目の質問で言ったようにね、林業対策、これは気候変動対策のＧＸ、脱炭素の

項目でやってるんだけどもね、ブルーカーボンも。これ、さっき市長はたった一つだ

け、私有林を買い上げてまでやるというわけにはいかないという答弁したよね。あと

はそれなりに間伐もやってるし、道路もやってるし、森林組合と提携してやってい

る。これは私も分かります。ただ、確かに市で買い上げてやるというのは、これはど

うかなというような気もしないわけでもないんだけども、ただやっぱり、本当にね、

国がこれからうんと力を入れて相当な予算来るんですよ。予算というか計画を求めら

れると思うんだけどもね。で、これ山村振興法改正案というのが、人口増位置づけと

いうことで、こういうタイトルでね、で、全国的に群馬県みなかみ町とか、智頭町は

これ鳥取県、こういうところでやっぱり自伐型やってね、私有林を買い上げて、買い

上げた効果を何として出すか。全部移住ですよ。五十何人移住させているんだ。町で

山を買って、それを移住者に預けて、で、いろんな自伐型やらせたり、いろんな観光

もやらせてるんだな。これは特殊な例だけどもさ、一喜一憂にそれを、条件が違うか

ら、何でもかんでも類似してやれという質問ではないです。ただ、そういう取組をし

ているところもあるんでね、林業というのは男鹿市にとっては非常に大事な分野だと

思うんでね、観光と同じでね、やっぱり魚の問題もあるし、観光の問題もあるし、こ

ういうのもやっぱりプロジェクトチームでもつくってね、せめて研究するとか何かが

必要じゃないかと思って質問したんだけども、ただ、一定の取組していることについ

ては評価したいし、賛成したいと思うんです。

あと時間がないんで終わりますけども、それから補聴器もね、今度、逆に俺、礼を

言う必要ないんだけどもさ、俺が対象者になるような可能性あるんだけども、全国的

にね、物すごい勢いで進んでいます。国が今、後押しされる形で、間もなくやるそう

です、私方の情報によれば。国が補聴器に対しての支援対策を取れと、言葉ではまだ

言ってないんだけども、そういう動きをキャッチしています。ですから、先駆けて

やっているところが、まあ東京都はやっぱり近いからね、東京はほとんどの、８割方

の自治体で、東京都から半分補助すると。最高７万円、港区は。それだけやっぱり都

だからね、早いんだよ。で、やっぱり中心部、都市部のほうは、もうどんどんどん

どん、五百何ぼの自治体がね、取り組んでいるそうです。そういう点では、男鹿の今

の市政について、非常に福祉の関係では大々的に評価したいと思います。私方も広報



- 213 -

で市民に知らせたいと思っています。相当喜ばれると思いますよ。相当数いるんです

ね。そういうことで、補聴器と森林の問題については、別に議論、評価をして終わり

たいと思いますけども、以上です。

○議長（小松穂積） 佐藤副市長

【副市長 佐藤博 登壇】

○副市長（佐藤博） 再質問にお答えします。

まず冒頭、安田議員から話あった市長の市政レポートですか、市政レポート、市長

の。あれは市長の後援会のほうで出しているやつですので、市のほうに任せてもらえ

れば、任せるわけありませんけどもね、もう少しうまく作ったなと思いますけども

ね。あの人口減少についてね、言葉が足りないんでないかという話ですけども、まあ

まあ私が想像するにですよ、人口減少対策は、この事業というふうな話でなくて、総

合対策でしょうから、そのことはいみじくも安田議員もね、今、るる、その人口減少

の背景の中でお話されているように、一つやればいいっていう話でなくて、総合対策

ですので、まさにそういう意味で、市長の後援会事務所は、市長の監修されて、そう

いうふうにまとめられたんでないかなというふうに想像します。これから４年間で取

り組むことと一番初めに、まさに若者たちがね、戻ってこれる、勤めることができ

る、ふるさとに帰って勤めることができる、Ｕターンできるような、そういった働く

場をつくりたいっていうやつ、たしか１行書いてなかったですかね、私そういうふう

に記憶してますけどもね、それがまさに人口減少でイの一番に取り組むことだという

ことで書かれたんでないかなと思っています。

今、人口減少について議員から様々な現状をお話いただきました。同じような声は

市のほうにも届いておりますし、我々も同じような認識を持っています。そうした現

状といいますか、そのマイナス要因、今、議員がお話された要因をね、できるところ

から、まず一つずつ改善、改良、前に進めていくことが大事だろうなと思ってござい

ます。

産業なり農業なり、それから漁業については、市長が答弁したとおりですので、こ

こでは繰り返しいたしません。

ぜひですね、議員からは、問題意識は同じでございますし、しかも、今に始まった

問題でございません。これまでの取組等も含めてですね、それを踏まえて、議員から
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は、ぜひですね、個別具体のそういった御提案を御教示いただければ、我々もそれを

参考にして、この後進めてまいりたいというふうに思ってございます。

それから、高齢者支援はいいですね。医療、介護、福祉といいますか、衛生、民生

費で、まず予算の４割からを超える予算を注ぎ込んでやってますし、しっかりこの後

も、市長答弁にありましたように、高齢者に優しいまちづくりというふうなことで、

きめ細かな形でですね、取り組んでまいりたいというふうに思ってございます。

なお、病院につきましても、令和２年から４年にかけて大体６億ぐらいのね、経営

改善やったはずです。コロナを挟んで、ちょっと今また人口減少がね、背景にはある

と思いますけども、果たしてそれだけの要因かどうか、まだつぶさに内容を詰めてご

ざいませんけども、この後、病床削減と併せてですね、経営全体のしっかりとした見

直しをしていかなきゃいけないと思ってございますので、今しばらくお時間を頂戴し

たいと思ってございます。

最後に、自伐型の林業ですけどもね、これ、確かに林業白書にもね、コラムで、コ

ラムですよ。コラムで取り上げて、そういうふうなことをやっている方々もいらっ

しゃいますよという御紹介はされたというふうに私も存じてます。ただ、確かに今、

秋田県でね、一般的に行われてっていいますか、推奨してるっていいますか、進めて

いるその皆伐・再造林に比べて、環境への負荷というのは、やっぱりもしかすれば少

ないんだと、議員がおっしゃるように、思ってます。ただ、これが経済的に果たして

ね、ペイするのかと。そうでなくても路網がね、なかなか秋田県の場合は路網整備が

遅れている。それから、施業面積も非常に小さいという中で、これがね、経営的にペ

イしていくのかと。もちろん小さい範囲でね、スモールビジネスといいますかね、家

族経営型でやっていく、もしくは移住者がね、そういった形で取り組んでいくという

のは、それは意義あることでしょうし、そこまでは否定しませんけども、林業のメ

インのね、やり方になるかとなると、私は極めて疑問を持っています。現に、少なく

とも本県ではこういう広がりはございません。やはり製材であれ、合板であれね、そ

れから、端っこのほうをチップにしてバイオマスに使うにしても、ロットがあまりに

も少なければ、なかなか経営的にね、ペイするものではないなと思ってございます。

そういうことであるので、自分でできない方が多いので、今、市長答弁にありました

ように、森林管理計画、これでもって市のほうに何とか管理をお願いしたいというふ



- 215 -

うな方が多くなっていると。それをね、市のほうではまた森林組合等に再委託をして

管理をお願いしているわけでございますけども、やっぱりそういうことを、なかなか

ね、その進捗状況が芳しくないというお叱りを受けると思いますけども、やっぱりそ

こを地道にやっていくのが、今やれる一番の手段でないかなと思ってます。自伐型林

業、まるっきり否定するものではございませんけども、市がそれをね、旗振り役とい

うのは、ちょっと私は違うんでないかなと思ってございます。

以上であります。

○議長（小松穂積） さらに質問ありませんか。４番安田議員

○４番（安田健次郎議員） 副市長や、私このレポートにある、後援会だと思うよ。だ

ども、市民を幸せにしたいって断じてる言葉はさ、これ市長でも言わねば後援会の

人、誰これ、断言して書くって。市長が言ってるから書いてる。んでねば偽物だよ、

これ。そういうことで私、分がってるっす、市長言うやづは。事実だ。市長言わねや

づ、誰後援会の人書くって。まあそれいいども。

副市長や、食い違いはある。条件も違う。そんなことは百も承知だ。森林の問題

も。老人人口も、景気の悪いやつも。さっき秋田県の登校拒否だとかへったくれもな

い、やったども。んだどもな、違いはあると思うって、議論だもの、どうですかって

いう議論したやづ、やらいねばやらいねでおら方受げねばならね。それは執行権と議

決権の関係だからいいんだけども。まずそうまだや、全く物分がらね質問したように

聞けだもんだがら、耳悪くて、そうでもねえど思ってるので、よろしく。以上で終わ

ります。

○議長（小松穂積） 暫時休憩します。

午後 １時４６分 休 憩

午後 １時４７分 再 開

○議長（小松穂積） 再開いたします。

菅原市長

【市長 菅原広二 登壇】

○市長（菅原広二） お答えします。

それは私が責任持ってみんな見てるやつで、私が作らせてもらいました。全部の責
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任は私が持ってます。

何回も同じ話で恐縮ですけども、私は非常に夢を持ってます。例えば、農業のこと

に関しても、パックライス工場、あれはただパックライス工場だけじゃなくて将来の

日本の農業のことを考える、そういう基地になるんでないかと。日本のオピニオン

リーダーが経営してますから、そのことを期待してます。

漁業についても、日本の最先端のＩＣＴ技術を持ったＮＴＴがやってますから、い

ろんな漁業の展開が可能であると、そういうことを思ってます。

そして、東京に行って企業誘致をして、最近やっぱり変わったと思うのは、口だけ

じゃなくて肌で感じるのは、一流企業、先端企業ですよな。ベンチャー企業方も、

やっぱり地方に出てきたいということを思ってます。国が一極集中じゃなくて地方に

分散していくんだと、それは国の方針ですからね、地方を衰退させないためにそうい

う施策を打ってるということを、釈迦に説法ですけども、もう一度そういう期待を持

ちたい。その一番変わったのは、やっぱりＩＴ化だと思いますね。だからそのことに

よって今、地方から東京とのやり取りができると、そういうことが変わったと思って

ます。

それから、老人が住みやすいまちづくりについては、自立支援ができるような、そ

ういう体制を取っていきたいと思ってますので、何とか高齢者の人方もね、年取った

がらあどいいっていうんでなくてね、時間刻みで仕事できたり、そういう環境をつく

ろうとしている企業もおりますので、何とかそのことで頑張っていただきたいと思い

ます。

林業については、私も非常に関心のあるところで、具体的には観光地ですから、

今、寒風山の道路改良が新年度の予算でやります。それに併せて周辺の間伐をしてい

ければ、モデル造林がね、できるんじゃないかと、そういう期待もしてますので、議

員はマイナスの話をしているんじゃないと思いますから、非常に私は可能性をいっぱ

い秘めていると、そういう気持ちでいますから、何とかよろしく一緒に取り組んでい

きましょう。お願いします。

○議長（小松穂積） ４番安田健次郎議員の質問を終結いたします。

○４番（安田健次郎議員） 終わります。ありがとうございました。
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○議長（小松穂積） 以上で、本日の議事は終了いたしました。

明日５日、午前１０時より本会議を再開し、議案に対する質疑を行うことにいたし

ます。

本日は、これにて散会いたします。お疲れさまでした。

午後 １時５１分 散 会
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